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日本語五十音表の不整合性 

―「はぐれ音節」とハ行音音便規則からー 

 

吉 田 妙 子  

 

１．はじめに  

 日 本 語 の 音 節 は 、［ k］［ s］［ ʃ］［ t］［ tʃ］［ t s］［ n 1］［ h］［ ɸ］［ ҫ］

［ m］［ y］［ ɾ 2］［ w］［ g］［ z］［ dӡ］［ d］［ b］［ p］の 2 0 の 子 音 が 、

そ れ ぞ れ［ a］［ i］［ u］［ e］［ o］の ５ つ の 母 音 と 組 み 合 わ さ っ て

で き た 開 音 節（ 子 音 が φ の 場 合 も あ る ）で あ り 、そ れ を 体 系 的

に 配 列 し た も の が 五 十 音 表 で あ る 。し か し 、そ れ を ヘ ボ ン 式 ロ

ー マ 字 表 記 で 現 す と 、さ ま ざ ま な 不 整 合 が 見 え て く る 。以 下 は 、

初 級 学 習 者 が 必 ず 持 つ 疑 問 で あ る 。  

疑 問 １ ．  ど う し て サ 行 イ 段 の 音 節 （ シ ） は 、「 s i」 で な く 「 s h i」

と 表 記 さ れ る の か 3。  

疑 問 ２ ．  ど う し て タ 行 イ 段 の 音 節（ チ ）と ウ 段 の 音 節（ ツ ）は 、

「 t i」「 t u」 で な く 「 c h i」「 t s u」 と 表 記 さ れ る の か 。 ま

た 、ど う し て ザ 行 イ 段 の 音 節（ ジ ）は「 z i」で な く「 j i」

と 表 記 さ れ 、ダ 行 イ 段 の 音 節（ ヂ ）と ウ 段 の 音 節（ ヅ ）

は 「 d i」「 d u」 で な く 「 j i」「 z u」 と 表 記 さ れ る の か 。  

疑 問 ３ ．  ど う し て サ 行 濁 音 イ 段 の 音 節 ジ と タ 行 濁 音 イ 段 の 音

節 ヂ 、サ 行 濁 音 ウ 段 の 音 節 ズ と タ 行 濁 音 ウ 段 の 音 節 ヅ

は 、 仮 名 表 記 が 違 う の に 同 じ 聞 こ え の 音 に な る の か 。 

疑 問 ４ ． ど う し て ハ 行 に だ け 半 濁 音 が あ る の か 。  

                                                  
1  ［ ŋ］ と い う 鼻 子 音 も あ る が 、 こ れ は 日 本 語 で は ［ n］ ま た は ［ g］ の 異

音 と さ れ て い る の で 、 音 素 と し て は 扱 わ な い 。  
2  日 本 語 の ラ 行 音 は 巻 舌 音 で な く 弾 き 音 な の で 、［ ɾ］（ 鈎 針 型 の ア ー ル ）

で 表 す 。  
3  本 稿 で は 、Ｉ Ｐ Ａ に 沿 っ た 音 声 字 母 に は [  ] を 付 し 、音 節 の ロ ー マ 字 表

記 に は 「  」 を 付 す 。  



日本語五十音表の不整合性―「はぐれ音節」とハ行音音便規則から― 

149 

疑 問 ５ ． ど う し て ハ 行 音 の フ の 子 音 だ け 「 ｈ 」 で な く 「 ｆ 」 な

の か 。  

疑 問 ６ ．ど う し て ハ 行 音 の 連 濁 音 が バ 行 音 に な っ た り パ 行 音 に

な っ た り す る の か 。  

 こ れ ら は 、日 本 人 に と っ て は あ ま り に 初 歩 的 で 当 た り 前 の 事

実 な の で 、か え っ て 見 逃 さ れ て い る の で は な い だ ろ う か 。本 稿

で は 、２ で 疑 問 １ ～ ３ に つ い て 論 じ 、３ で 疑 問 ４ ～ ６ に つ い て

論 じ る 。  

 

２．サ行音とタ行音の「はぐれ音節」  

２ ． １  問 題 の 所 在  

上 記 の 問 題 に 気 づ か せ て く れ た の は 、実 は 学 習 者 の 発 音 や 表

記 の 誤 用 で あ る 。中 国 語 母 語 話 者 が 日 本 語 の 有 声 音 を 無 気 音 で

代 用 し て し ま う こ と は よ く 知 ら れ て い る が 、彼 ら は よ く「 じ ご

く （ 地 獄 ）」 を 「 ち こ く （ 遅 刻 ）」 と 発 音 し 、「 む ず か し い （ 難

し い ）」 を 「 む つ か し い 」 4と 表 記 す る 誤 用 を 犯 す 。 し か し 、 彼

ら は 決 し て 「 じ ご く 」 を 「 し こ く 」 と 発 音 し た り 、「 む ず か し

い 」 を 「 む す か し い 」 と 表 記 し た り は し な い 。 こ こ か ら 、 学 習

者 は サ 行 有 声 音 の ジ ・ ズ に 対 応 す る 無 声 音 は 、 サ 行 清 音 の シ ・

ス で な く 、タ 行 清 音 の チ ・ ツ だ と 認 識 し て い る こ と が わ か っ た

の で あ る 。  

結 論 を 先 に 言 え ば 、 サ 行 音 と ザ 行 音 は 、 カ 行 音 － ガ 行 音 、 タ

行 音 － ダ 行 音 、パ 行 音 － バ 行 音 の よ う に 、調 音 点 も 調 音 法 も 同

じ 対 の 子 音 が 持 つ 典 型 的 な 形 で の 無 声 － 有 声 の 対 立 関 係 を 持

た な い 、と い う こ と で あ る が 5、こ れ は 日 本 語 の 音 韻 体 系 、調 音

音 声 学 、音 韻 史 、中 国 語 の 音 韻 体 系 と の 比 較 を 試 み て 初 め て わ

か る 問 題 な の で あ る 。本 章 で は 日 本 語 教 育 の 観 点 か ら 、特 に 中

国 人 学 習 者 が 陥 り や す い 発 音 ・ 表 記 の 誤 り を 参 考 に し 、日 本 語
                                                  
4「 む つ か し い 」と 発 音 す る 日 本 人 も い る が 、こ れ は 関 西 系 の 語 形 で あ る 。  
5  後 で 述 べ る よ う に 、 タ 行 音 － ダ 行 音 の イ 段 音 と ウ 段 音 だ け は 典 型 的 な

対 立 関 係 に な い 。  
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の サ 行 音 ・ タ 行 音 を 中 国 語 の 音 韻 体 系 と 比 較 し つ つ 、そ の 歪 み

の 所 以 を 音 声 学 、 音 韻 史 か ら 検 討 し た い 。  

 

２ ． ２  五 十 音 を 整 合 的 に 並 べ た 場 合 の 音 節 体 系  

 ま ず 、 日 本 語 の 調 音 器 官 を 確 認 し て お く 。  
 

図 １ ． 日 本 語 の 調 音 器 官  

 

                  窪 園 （ 1 9 9 9） よ り  
 

次 に 、 サ 行 音 ・ タ 行 音 の ヘ ボ ン 式 表 記 を 以 下 に 記 す 。  

 

図 ２ ．サ 行 音・タ 行 音 の 全 て の 子 音 に ５ 母 音 を あ て が っ た 場 合

の ヘ ボ ン 式 表 記  
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（ 斜 体 字 は 現 行 五 十 音 図 の 直 音 か ら 外 れ る 音 ）  

            無 声 音             有 声 音  

摩 擦 音  s a  s i   s u  s e    s o   z a  z i  z u   z e   z o  

摩 擦 音 s h a  s h i  s h u   s h e   s h o    j a   j i      j u    j e   j o  

破 裂 音  t a    t i    t u  t e    t o      d a   d i     d u     d e      d o  

破 擦 音 c h a   c h i  c h u  c h e   c h o      j a     j i    j u    j e    j o     

破 擦 音 t s a    t s i   t s u  t s e   t s o    z a   z i    z u   z e    z o  

 

 こ の う ち 、斜 体 字 の「 s h a」「 s h u」「 s h o」「 j a」「 j u」「 j o」「 c h a」

「 c h u」「 c h o」の ９ 音 節 は 現 行 五 十 音 図 で 拗 音 系 列 の 中 に 組 み 入

れ ら れ て い る も の で あ り 、「 s h e」「 j e」「 c h e」 の ３ 音 節 は 現 代 日

本 語 の 正 式 な 拗 音 系 列 に は 記 さ れ て い な い が 慣 用 音 と し て 認

め ら れ て い て 仮 名 表 記 が 可 能 （「 シ ェ 」「 ジ ェ 」「 チ ェ 」 6） な も

の で あ り 、「 s i」「 z i」「 t i」「 t u」「 d i」「 d u」「 t s a」「 t s i」「 t s e」「 t s o」

の 1 0 音 節 は 五 十 音 表 の 中 に な く 仮 名 表 記 も 定 ま っ て い な い が

英 語 な ど の 影 響 で 現 代 日 本 人 に 発 音 可 能 な も の で あ る 。こ う な

る と 、拗 音 を 五 十 音 体 系 に 組 み 入 れ れ ば 、五 十 音 表 は 整 合 的 に

な る か の よ う に 見 え る 。 し か し 、 問 題 は そ う 単 純 で は な く 、 さ

ら に 問 題 が 出 て く る 。  

 

２ ． ２ サ 行 音 と ザ 行 音 の 対 立 の 問 題  

整 合 的 な 五 十 音 表 を 作 っ た 場 合 、さ ら に い く つ か の 音 節 、い

く つ か の 行 が で き る で あ ろ う が 、そ の 際 、次 の よ う な 問 題 が 出

て く る 。  

① サ 行 音 （ 無 声 音 ） と ザ 行 音 （ 有 声 音 ） は 、 調 音 点 が 同 じ で は

な い 。  

普 通 、有 声 音 と 無 声 音 は 、調 音 点 が 同 じ で あ り な が ら 声 帯 の

振 動 の 有 無 に よ っ て 対 立 す る 音 、 と 定 義 さ れ て い る 。 し か し 、

                                                  
6 橋 本 （ 1 9 5 0） 五 十 音 中 の セ 、 ゼ の 音 は 、 室 町 時 代 に は 「 s h e」「 j e」 だ っ

た よ う で あ る （ p . 9 7）。 ま た 、 同 書 で は 、 奈 良 朝 ま で の 古 代 音 で は セ の 発

音 は「 s e」「 s h e」「 t s e」「 c h e」の い ず れ と も 考 え ら れ る 、と あ る（ p . 6 8）。  
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試 み に 、サ 行 サ シ ス セ ソ と ザ 行 ザ ジ ズ ゼ ゾ を 発 音 し て み ら れ た

い 。 サ シ ス セ ソ は 硬 口 蓋 で も 歯 茎 硬 口 蓋 で も 調 音 さ れ 得 る が 、

日 本 人 に と っ て は 硬 口 蓋 の 方 が 調 音 し や す い 。 こ れ に 対 し て 、

ザ ジ ズ ゼ ゾ は 硬 口 蓋 よ り 前 部 の 歯 茎 硬 口 蓋 で 調 音 さ れ て い る

こ と に 気 づ く は ず で あ る 。つ ま り 、基 本 的 に は サ 行 音 は 硬 口 蓋

音 で あ る が 、 ザ 行 音 は 歯 茎 硬 口 蓋 音 （ 前 部 硬 口 蓋 音 ・ 後 部 歯 茎

音 と も 言 う ） な の で あ る 。  

 し か し 、ザ 行 が 硬 口 蓋 で 発 音 さ れ る こ と も あ る 。「 ひ ざ（ 膝 ）」 

と か 、「 か ざ ん （ 火 山 ）」 な ど の 場 合 、 ザ は 前 方 の 硬 口 蓋 音 サ  

や 軟 口 蓋 音 ヒ の 影 響 に よ り 、 硬 口 蓋 化 す る 。 し か し 、「 と ざ ん  

（ 登 山 ）」「 ピ ザ （ p i z z a）」 な ど で は 、 ザ は 前 方 の 歯 茎 音 ト や  

両 唇 音 ピ の 影 響 に よ り 、 歯 茎 の 位 置 が 保 た れ る 。 ジ ・ ズ ・  

ゼ ・ ゾ の 音 節 も 、 同 様 で あ る 。 つ ま り 、 ザ 行 音 は 基 本 的 に は 歯

茎 硬 口 蓋 音 で あ り 、硬 口 蓋 化 し た ザ 行 音 は 後 方 同 化 に よ る 異 音

で あ る 、 と い う こ と に な ろ う 7。  

ま た 、 サ 行 音 に も 異 音 が あ る 。「 か さ （ 傘 ）」「 ひ さ し （ 庇 ）」

な ど の 場 合 で は 、サ は 前 方 の 硬 口 蓋 音 カ や ヒ の 影 響 に よ り 、硬

口 蓋 の 位 置 を 保 っ て い る が 、「 ま さ つ（ 摩 擦 ）」「 た さ つ（ 他 殺 ）」

な ど の 場 合 は 、サ は 前 方 の 両 唇 音 マ や 歯 茎 音 タ の 同 化 を 受 け て

歯 茎 化 す る 。 シ 、 ス 、 セ 、 ソ の 音 も 同 様 で あ る 。 つ ま り 、 サ 行

音 は 基 本 的 に は 硬 口 蓋 音 で あ る が 、歯 茎 化 し た ザ 行 音 は 後 方 同

化 に よ る 異 音 で あ る 、 と い う こ と に な ろ う  

②  サ 行 音 （ 無 声 音 ） と ザ 行 音 （ 有 声 音 ） は 、 調 音 法 と 調 音 者

                                                  
7窪 園 （ 1 9 9 8） な ど で は 、 語 頭 の ザ ジ ズ ゼ ゾ は 歯 茎 硬 口 蓋 音 に 、 語 中 及 び

語 末 の ザ ジ ズ ゼ ゾ は 硬 口 蓋 音 に な る と い う が 、 な ぜ そ う な る か を 説 明 し

て い な い 。「 つ じ（ 辻 ）」な ど の ジ が 歯 茎 に 近 い 部 分 で 調 音 さ れ 、「 キ ジ（ 記

事 ）」な ど の ジ が 硬 口 蓋 で 調 音 さ れ る こ と を 考 え る と 、や は り 後 方 同 化 と

考 え る 方 が 妥 当 で あ ろ う と 思 う 。 ま た 、 こ れ は チ 、 ツ の 調 音 に つ い て も

言 え る 。「 バ チ （ 罰 ）」「 ナ ツ （ 夏 ）」 な ど の チ 、 ツ は 歯 茎 に 近 い 部 分 で 調

音 さ れ る が 、「 キ チ （ 基 地 ）」「 ク ツ （ 靴 ）」 な ど の チ 、 ツ は 硬 口 蓋 で 調 音

さ れ る 。   
 ま た 、 橋 本 （ 1 9 5 0 ） に よ る と 、 チ 、 ヂ 、 ツ 、 ヅ の 音 は 奈 良 時 代 に は

[ t i ] [ d i ] [ t u ] [ d u ]で あ っ た が 、室 町 末 期 に は 現 在 の「 t ʃ i」「 d ʒ i」「 t s u」「 d z u」
に な っ た と 言 う （ p . 8 8）。  
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が 同 じ で は な い 。  

 サ 行 音 は 確 か に 摩 擦 音 で あ り 、 舌 面 が 硬 口 蓋 （ ま た は 歯 茎 ）

と 接 触 す る こ と が な い 。 し か し 、 ザ 行 音 の 場 合 は 、 舌 面 と 歯 茎

（ ま た は 硬 口 蓋 ）を 接 触 さ せ ず に ザ ジ ズ ゼ ゾ を 発 音 す る こ と は

で き な い は ず で あ る 。そ の 証 拠 に 、図 ２ の「 s a」「 s i」「 s u」「 s e」

「 s o」 の 有 声 音 と 「 t s a」「 t s i」「 t s u」「 t s e」「 t s o」 の 有 声 音 は ど

ち ら も 同 じ「 z a」「 z i」「 z u」「 z e」「 z o」に な る 。と い う こ と は 、

ザ 行 音 は 摩 擦 音 と 破 擦 音 の ２ 種 類 が あ る こ と に な る 。  

秋 永 （ 1 9 9 0） に よ る と 、 現 代 の 東 京 人 は 「 笊 （ ざ る ）」 の ザ

（ 語 頭 の ザ ） は 破 擦 音 、「 飾 る （ か ざ る ）」 の ザ は 摩 擦 音 で 発 音

す る と 言 う が 、後 者 の 方 は 、や は り 前 部 の 軟 口 蓋 音 カ に 影 響 さ

れ た 後 方 同 化 に よ る 硬 口 蓋 化 現 象 で あ る と 思 わ れ る 8。調 音 点 が

硬 口 蓋 化 す れ ば 舌 端 は 使 い づ ら い の で 前 舌 面 を 使 う こ と に な

り や す く （ 図 １ 参 照 ）、 舌 面 を 使 え ば 調 音 法 も よ り 摩 擦 音 に 近

く な る 。 摩 擦 音 の ザ は 破 擦 音 の ザ の 異 音 と 言 え よ う 。  

 以 上 の ① ② を 考 慮 す る と 、い わ ゆ る サ 行 音 は「 前 舌 硬 口 蓋 摩

擦 無 声 音 」 で 「 舌 端 歯 茎 硬 口 蓋 摩 擦 無 声 音 」 の 異 音 を 持 ち 、 い

わ ゆ る ザ 行 音 は 「 舌 端 歯 茎 硬 口 蓋 破 擦 有 声 音 」 で 「 前 舌 硬 口 蓋

摩 擦 有 声 音 」の 異 音 を 持 つ 、と い う こ と に な る 。と い う こ と は 、

サ 行 音 と ザ 行 音 は 、無 声 ‐ 有 声 の 対 立 が あ る だ け で 、調 音 点 も

調 音 法 も 調 音 者 も ま っ た く 別 系 統 の 音 で 、そ れ ぞ れ の 異 音 が 互

い の 音 素 と 無 声 ‐ 有 声 の 対 立 を 持 つ 、 と い う こ と に な ろ う 。  

そ れ 故 、摩 擦 音 に は［ s］を 子 音 に 持 つ 行 音 と そ れ に 対 立 す る

有 声 音 、 お よ び ［ ʃ］（ エ ッ シ ュ ） を 子 音 に 持 つ 行 音 と そ れ に 対

立 す る 有 声 音 、 の ２ 種 類 の 対 立 が あ る こ と に な る 。 で は 、［ s］

を 子 音 に 持 つ 行 音 と 、［ ʃ］ を 子 音 に 持 つ 行 音 に そ れ ぞ れ 対 立 す

る の は 、 ど の よ う な 音 節 で あ ろ う か 。  

 

                                                  
8 但 し 、 秋 永 （ 1 9 9 0） は 、 関 西 で は 「 笊 （ ざ る ）」 の ザ は 破 擦 性 が 弱 ま っ

て 摩 擦 音 に 近 い 音 （「 じ ゃ る 」 に 近 い 音 ） に な っ て い る 、 と 言 う 。  
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図 ３ ． 前 舌 硬 口 蓋 摩 擦 音 （［ s］ を 子 音 に 持 つ 行 音 ） 9 

  （ 斜 体 字 は 、 現 代 日 本 語 の 音 韻 体 系 に な い 音 ）  

     無 声 音           有 声 音 1 0  

s a   s i   s u s e   s o     y z a   y z i   y z u   y z e   y z o  
 

図 ４ ． 中 舌 硬 口 蓋 摩 擦 音 （［ ʃ］ を 子 音 に 持 つ 行 音 ）  

（ 斜 体 字 は 、 現 代 日 本 語 の 音 韻 体 系 に な い 音 ）  

    無 声 音             有 声 音  

ʃ a   ʃ i   ʃu   ʃ e   ʃo       y j a   y j i    y j u   y j e   y j o  
 

 い ず れ も 、有 声 音 の 方 は 現 代 日 本 語 の 音 に は な く 、日 本 人 に

と っ て 耳 慣 れ な い 音 節 で あ る 。し か し 、「 y j i」は 中 国 語 の「 日 」

の 音 に 相 当 し 、「 y j u」 は 中 国 語 の 「 入 」 の 音 に 相 当 す る 音 で は

な い か と 考 え ら れ る 。  

 

２ ． ３ 破 擦 音 の 問 題  

①  破 擦 無 声 音 チ 、ツ に 対 立 す る 有 声 音 ヂ 、ヅ は 、現 代 日 本 語 に

は な い 音 節 で あ る 。  

②  ヂ 、 ヅ の 音 は 、 ジ 、 ズ の 音 と は 別 物 で あ る 1 1。  

無 声 音［ ʃ］［ s］［ tʃ］［ t s］に 対 立 す る 有 声 音 を［ j］［ z］［ dӡ］

［ d z］ と 表 記 す る な ら ば 1 2、 図 ５ の よ う な 対 立 が 生 ま れ る は ず

で あ る 。   
               

                                                  
9サ 、 ス 、 セ 、 ソ の 調 音 点 が 硬 口 蓋 と い う こ と に な る と 、 Ｉ Ｐ Ａ 記 号 で は

［ s］で な く［ ʂ］（ 右 尾 つ き の ｓ ）と 表 記 す る こ と に な る が 、そ れ に 対 立

す る 歯 茎 音 の ｓ が 日 本 語 に は 存 在 せ ず 、 ま た ［ ʂ］ の 異 音 の ［ s］ も 存 在

す る こ と か ら 、 本 稿 で は サ 、 ス 、 セ 、 ソ の 子 音 を こ れ ま で ど お り ［ s］ と

表 記 す る 。  
1 0舌 面 が 硬 口 蓋 と 接 触 し な い こ と か ら 、 硬 口 蓋 接 近 音 の ［ y］ を 用 い た 。 
1 1 秋 永 （ 1 9 9 0） に よ れ ば 、 高 知 県 、 九 州 の 大 部 分 、 山 梨 県 奈 良 田 な ど で

は ヂ と ジ 、 ヅ と ズ を 区 別 す る と 言 う 。  
1 2秋 永（ 1 9 9 0、 p . 9 7）に よ れ ば 、ロ ド リ ゲ ス「 大 日 本 文 典 」（ 1 6 0 4－ 1 6 0 8）
で は 、 ジ は 「 I i」、 ズ は 「 Z u」、 ヂ は 「 G i」、 ヅ は 「 D z u」 と 表 記 さ れ て い

る 。  
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図 ５ ．「 シ － ジ 」「 チ － ヂ 」「 ス － ズ 」「 ツ － ヅ 」 の 対 立  

（ 斜 体 字 は 五 十 音 表 に な い 音 節 ）  

                    無 声 音         有 声 音  

中 舌 硬 口 蓋 摩 擦 音     ʃ a  ʃ i  ʃu   ʃ e   ʃo  j a   j i   j u   j e   j o  

                    シ          ジ  

前 舌 硬 口 蓋 摩 擦 音     s a   s i   s u  s e   s o   z a  z i   z u  z e  z o  

ス         ズ  

中 舌 歯 茎 硬 口 蓋 破 擦 音 tʃ a  tʃ i   tʃu  tʃ e  tʃo  dӡ a  dӡ i  dӡu   dӡ e  dӡo  

           チ         ヂ  

舌 端 歯 茎 硬 口 蓋 破 擦 音 t s a  t s i  t s u   t s e  t s o  d z a  d z i   d z u    d z e  d z o  

                ツ                    ヅ  
 

 こ の よ う に 、ジ は 中 舌 硬 口 蓋 摩 擦 有 声 音 、ヂ は 中 舌 歯 茎 硬 口

蓋 破 擦 有 声 音 、ズ は 前 舌 硬 口 蓋 摩 擦 有 声 音 、ヅ は 舌 端 歯 茎 硬 口

蓋 破 擦 有 声 音 で あ り 、 ジ ・ ズ と ヂ ・ ヅ の 間 に は 明 ら か に 破 擦 音

と 摩 擦 音 の 対 立 が 見 ら れ る の で あ る 。   

ヂ （ dӡ i） と ヅ （ d z u） は 調 音 者 は 違 う も の の 、 ジ ・ ズ よ り も

前 寄 り の 調 音 点 を 持 つ 。東 京 で は あ ま り 聞 か れ な い 音 で あ る が 、

ヂ （ d ӡ i） は 中 国 語 の ロ ー マ 併 音 表 記 「 j i」（ 鶏 、 吉 、 己 、 計 な

ど ） を 有 声 に し た 音 に 近 い 音 で は な か ろ う か 。 ま た 、 ヅ （ d z u）

は 中 国 語 の ロ ー マ 併 音 表 記「 z i」（ 孜 、姿 、子 、字 な ど ）を 有 声

に し た 音 に 近 い 音 で は な か ろ う か と 思 わ れ る 。  

 古 代 音 を 紐 解 く に 、 山 口 他 （ 1 9 9 7） に よ れ ば 、 奈 良 時 代 に は

歯 茎 破 裂 音 の「 t i」「 t u」「 d i」「 d u」が 存 在 し た 。そ し て 、平 安 ・

鎌 倉 時 代 ま で は ジ と ヂ 、 ズ と ヅ の 区 別 が 截 然 と し て お り 、「 富

士・ ふ じ ／ 藤・ ふ ぢ 」「 水 ・み づ ／ 不 ∨見 ・ み ず 」の よ う な 区 別

が あ っ た （ 秋 永 1 9 9 0）。 し か し 、 平 安 末 期 に ヂ ・ ヅ が 口 蓋 化 し

始 め （ 山 口 他 1 9 9 7）、 1 4 世 紀 末 か ら ジ と ヂ 、 ズ と ヅ の 混 同 が 起

こ り 始 め 、江 戸 時 代 に は そ の 区 別 が 完 全 に 消 滅 し て い た と 言 う

（ 秋 永 1 9 9 0）。  

 「 び じ ん（ 美 人 ）」「 ち じ（ 知 事 ）」「 み ず（ 水 ）」「 ち ず（ 地 図 ）」
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な ど は 先 行 す る 両 唇 音 や 歯 茎 音 に よ る 後 方 同 化 で 歯 茎 硬 口 蓋

音 に な る が 、「 か じ （ 火 事 ）」「 さ じ （ 匙 ）」「 き ず （ 傷 ）」「 す ず

（ 鈴 ）」 な ど は 先 行 す る 軟 口 蓋 音 や 硬 口 蓋 音 に よ る 後 方 同 化 で

硬 口 蓋 音 に な る 。 い ず れ に し ろ 、 ジ と ヂ 、 ズ と ヅ は 現 代 で は 弁

別 音 素 で な く 、 条 件 異 音 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

２ ． ４ 国 際 音 声 記 号 に よ る 系 統 的 な サ 行 ・ タ 行 五 十 音 図  

 以 上 の こ と を 考 え 、前 舌 硬 口 蓋 摩 擦 音 の［ s］と［ z］、中 舌 硬

口 蓋 摩 擦 音 の ［ ʃ］ と ［ j］、 舌 端 歯 茎 破 裂 音 の ［ t］ と ［ d］、 舌

面 硬 口 蓋 破 擦 音 の［ tʃ］と［ dʒ］、中 舌 歯 茎 硬 口 蓋 破 擦 音 の［ t s］

と［ d z］、こ れ ら す べ て の 子 音 に ５ 母 音 を 当 て が っ て サ 行 音・ザ

行 音 ・ タ 行 音 ・ ダ 行 音 の 整 合 的 な 五 段 表 を 国 際 音 声 字 母 で 表 す

と 、 図 ６ の よ う に な る で あ ろ う 。  
 

図 ６ ． サ 行 と タ 行 の 整 合 的 な 五 段 表  

（ ロ ー マ 字 の 斜 体 字 、 片 仮 名 欄 の ×は 五 十 音 表 に な い 音 。  

 カ タ カ ナ 欄 の （  ） は 五 十 音 表 に は な い が 表 記 可 能 な 音 。 

 は 現 代 日 本 語 の サ 行 ・ ザ 行 ・ タ 行 ・ ダ 行 の 音 。）  

              無 声 摩 擦 音      有 声 摩 擦 音  

前 舌 硬 口 蓋 摩 擦 音   s a  s i  s u  s e  s o  z a   z i  z u  z e  z o    

       サ  ×   ス  セ  ソ  ザ  ×  ズ  ゼ  ゾ    

中 舌 硬 口 蓋 摩 擦 音   ʃ a  ʃ i  ʃu  ʃ e  ʃo  j a   j i   j u  j e   j o  

        シ ャ  シ  シ ュ  ( シ ェ )  シ ョ  ジ ャ  ジ  ジ ュ  (ジ ェ )  ジ ョ  

 

           無 声 破 裂 ・ 破 擦 音   有 声 破 裂 ・ 破 擦 音  

舌 端 歯 茎 破 裂 音     t a  t i   t u  t e  t o  d a  d i  d u  d e  d o    

        タ  ×  ×  テ  ト  ダ   ×  ×  デ  ド    

中 舌 歯 茎 硬 口 蓋 破 擦 音  tʃ a   tʃ i  tʃu  tʃ e  tʃo  dӡ a  dӡ i  dӡu  dӡ e  dӡo   

     チ ャ  チ   チ ュ  (チ ェ )  チ ョ  ヂ ャ  ヂ  ヂ ュ  (ヂ ェ )   ヂ ョ   

舌 端 歯 茎 硬 口 蓋 破 擦 音  t s a  t s i  t s u  t s e  t s o  d z a  d z i  d z u   d z e    d z o    

      (ツ ァ )  (ツ ィ )  ツ  (ツ ェ )  (ツ ォ )   ×  ×  ヅ  ×   ×  
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 ま る で 恐 竜 の 小 指 の 骨 か ら 全 体 像 を 復 元 す る よ う な 作 業 を

や っ て み た わ け だ が 、 つ ま り 、 サ 行 の イ 段 音 、 タ 行 の イ 段 音 と

ウ 段 音 は そ れ ぞ れ 別 の 子 音 を 持 つ 五 段 表 か ら 子 音 を 借 り て き

た も の で あ る 。 こ の よ う な 音 節 を 、 仮 に 「 は ぐ れ 音 節 」 と 呼 ぼ

う 。  

 

２ ． ５ ハ 行 に お け る 「 は ぐ れ 音 節 」  

こ の 「 は ぐ れ 音 節 」 現 象 は 、 ハ 行 音 に も 存 在 す る 。 ハ 行 音 の

整 合 的 な 五 段 図 は 、 次 の よ う に な る 。  
 

図 ７ ． ハ 行 の 整 合 的 な 五 段 図  

（ 斜 体 字 は 現 代 日 本 語 の 音 韻 体 系 に な い 音 節 、  

 は 現 代 語 の ハ 行 音 。）  

軟 口 蓋 摩 擦 音    h a     h i     h u    h e     h o  

                  ハ          へ    ホ  

咽 頭 摩 擦 音     ҫa  ҫ i   ҫu  ҫ e  ҫo  

             ヒ  

両 唇 摩 擦 音        ɸa     ɸ i     ɸu     ɸ e     ɸo  

                フ      
 

 こ の 場 合 は ヒ と フ が は ぐ れ 音 節 で あ る 1 3。「 h u」は 平 仮 名 で は

                                                  
1 3  橋 本 （ 1 9 5 0） に よ れ ば 、 古 音 で は ハ 行 の 子 音 は 両 唇 破 裂 音 の ［ p］、 つ

ま り パ ピ プ ペ ポ に 近 い 発 音 で あ っ た が （ 沖 縄 で は 現 在 で も ハ 行 子 音 を ｐ

で 発 音 す る と 言 う ）、両 唇 の 合 わ せ 方 が 徐 々 に ゆ る く な っ て 、平 安 朝 か ら

室 町 時 代 に お い て は ［ ɸ］ 音 に な っ て い た と 言 う （ p . 6 8－ 6 9）。 そ し て 、

両 唇 の 合 わ せ 方 が さ ら に ゆ る く な る と 、 語 中 ・ 語 末 の 両 唇 破 裂 音 の ［ ɸ］

音 は 両 唇 接 近 音 の［ w］音 に な り（ 例 え ば「 あ は れ（ 憐 れ ）」「 か ほ（ 顔 ）」

「 い へ （ 家 ）」 と 書 い て 「 あ わ れ 」「 か お 」「 い え 」 と 読 む 、 な ど 。 厳 密 に

言 え ば 語 中 の ハ 行 音 の イ エ オ の 発 音 は 現 在 の そ れ と は 違 っ た 発 音 で あ っ

た が 、 江 戸 時 代 に お い て ワ 行 の イ エ オ は ア 行 の そ れ と 区 別 が な く な っ た

と 言 わ れ る ）、 語 頭 の ［ ɸ］ 音 は 調 音 点 が 後 退 し て 、 つ い に は ま っ た く 両

唇 を 合 わ せ な い 軟 口 蓋 摩 擦 音 の［ h］音 へ と 変 化 し た 。つ ま り 、現 代 語 の

ハ 行 音 の う ち 、 フ は 古 代 の 両 親 破 裂 音 を 残 し た 音 で あ り 、 ハ 、 ヘ 、 ホ は

調 音 点 が 後 退 し た 軟 口 蓋 摩 擦 音 で あ り 、 ヒ は 軟 口 蓋 摩 擦 音 の ｈ 音 が さ ら

に 後 退 し て 咽 頭 摩 擦 音 に な っ た も の で あ る 。 こ れ ら の 音 韻 の 歴 史 的 変 化

を た ど る と 、 次 の よ う に な る 。  
 
（  は 現 代 日 本 語 に 残 っ て い る 音 、  は 「 は ぐ れ 音 節 」）  
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表 記 で き な い が 、 中 国 語 の 「 呼 、 胡 、 虎 、 戸 」 に 近 い 音 だ と 思

わ れ る 。「 ɸ a」「 ɸ i」「 ɸ e」「 ɸo」 は 現 代 日 本 人 は 外 来 語 の 影 響 で

そ れ に 近 い 音 は 発 音 で き る も の の 、や は り 相 当 発 音 困 難 な 音 で

あ る 。 ま た 、 軟 口 蓋 摩 擦 音 「 ҫ i」 の 子 音 は 喉 仏 を 震 わ す ド イ ツ

語 の “ I c h ”の c h に 近 い 音 な の で 、ヒ 以 外 の「 ҫ a」「 ҫu」「 ҫ e」「 ҫo」

を こ の 子 音 で 発 音 す る こ と は 、日 本 人 に と っ て 相 当 無 理 が あ る 。 

 こ れ ら の よ う な「 は ぐ れ 音 節 」は 五 十 音 表 に お い て は ヘ ボ ン

式 表 記 の 整 合 性 を 乱 す も の と し て 継 子 扱 い さ れ て い る が 、  

古 代 音 な ど も と も と 他 の 子 音 を 持 つ 五 段 表 か ら 借 り 出 さ れ て

き た も の な の で あ る 。  

そ し て 、 音 節 を 貸 し 出 し た 方 の 五 段 表 に つ い て 言 え ば 、 そ れ

ぞ れ 貸 し 出 し た 音 節 以 外 の 音 節 は 、① 現 代 五 十 音 表 で は 拗 音 の

系 統 に 入 っ て い る 音 節（ シ ャ 、シ ュ 、シ ョ 、ジ ャ 、ジ ュ 、ジ ョ 、

チ ャ 、 チ ュ 、 チ ョ ）、 ② 古 代 音 に は あ っ た が 、 現 代 で は 消 滅 し

て し ま っ た 音 節（「 ɸ a」「 ɸ e」「 ɸo」「 t i」「 t u」「 d i」「 d u」「 t s a 1 4」）、

③ 古 代 音 で は 弁 別 素 性 と し て 音 素 を な し て い た が 、現 在 で は 条

件 異 音 と し て 残 っ て い る の み で あ る 音 節 （「 d z a」「 d z i」「 d z u」

「 d z e」「 d z o」）、④ も と も と 日 本 語 の 音 声 体 系 に は な く 、五 十 音

表 中 に も な い が 、外 来 語 の 影 響 な ど で 現 代 日 本 人 が 発 音 で き る

よ う に な っ た 音 節（「 s i」「 z i」「 ʃ e」「 j e」「 tʃ e」「 dӡ e」「 t s i」「 t s e」

                                                                                                                                                    
古 代 音 ： 両 唇 破 裂 音 [ｐ ]  p a     p i     p u      p e      p o  

                    ↓      ↓    ↓      ↓     ↓  
合 唇 弱 化 ： 両 唇 接 触 音 [ ɸ ]  ɸ a     ɸ i     ɸ u     ɸ e      ɸ o  
 
合 唇 弱 化 ： 両 唇 接 近 音 [ w ]     w a    w i          w e     w o  
 
調 音 点 後 退 ： 軟 口 蓋 音 [ｈ ]  h a        h i          h e     h o  
 
合 唇 弱 化 音 ： 母 音                i           e       o  
 
調 音 点 後 退 ： 咽 頭 音 [ ҫ ]      ҫ i  
1 4  「 お と っ つ ぁ ん 」 な ど の よ う に 、 江 戸 時 代 か ら 明 治 初 期 に か け て 、 促

音 の 後 の サ は ツ ァ と 発 音 さ れ る こ と が あ っ た 。 考 え て み れ ば 、 ザ ・ ゼ ・

ゾ の よ う な 歯 茎 硬 口 蓋 破 擦 有 声 音 が 発 音 で き る の に 、 そ れ に 対 立 す る 無

声 音 ツ ァ ・ ツ ェ ・ ツ ォ が 発 音 で き な い わ け が な い 。 現 代 で も 、 冗 談 表 現

で 「 ま っ さ お （ 真 っ 青 ）」 を 「 ま っ つ ぁ お 」 な ど と 発 音 す る こ と が あ る 。 
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「 t s o」「 ҫ i」） 1 5、 な の で あ る 。  

 

２ ． ６ 五 十 音 図 不 整 合 の 調 音 音 声 学 的 原 因  

 で は 、 こ の よ う な 「 は ぐ れ 音 節 」 が 、 な ぜ 存 在 す る よ う に な

っ た の で あ ろ う か 。 こ れ は 、 母 音 の 調 音 点 と 関 係 が あ る 。 図 ８

で 調 音 点 に よ る 母 音 の 類 型 を 示 す 。  

 

図 ８ ． 日 本 語 の ５ つ の 母 音 の 類 型  

ア ： 円 唇 中 舌 低 母 音        前 舌    後 舌      

イ ： 平 唇 前 舌 高 母 音               i          u   高 舌  

ウ ： 円 唇 後 舌 高 母 音                 e        o     中 舌  

エ ： 平 唇 前 寄 舌 中 母 音           a    低 舌  

オ ： 円 唇 後 寄 舌 中 母 音         中 舌  

 

 こ の う ち 、 イ と ウ は 高 母 音 で あ る 。 高 母 音 は 、 舌 面 が 硬 口 蓋

に 近 づ い て で き る 音 で あ る （ 硬 口 蓋 母 音 ）。 舌 面 が 硬 口 蓋 に 近

づ け ば 、歯 茎 硬 口 蓋 で の 調 音 は 無 理 に な り 、サ 行 摩 擦 音 の「 s i」

と 「 z i」 は 硬 口 蓋 化 し て 自 然 に 「 ʃ i」 と 「 j i」 に な る 。  

タ 行 音 は サ 行 音 よ り も 前 寄 り の 歯 茎 破 裂 音 で あ る か ら 、硬 口

蓋 化 す れ ば 舌 面 で 破 裂 音 を 作 る こ と は さ ら に 無 理 に な り 、「 t i」

「 d i」 は 破 擦 音 の 「 tʃ i」「 dӡ i」 に な る 。「 dӡ i」 は さ ら に 硬 口 蓋

化 が 進 ん で 「 j i」 に な る 。 ま た 、「 t u」「 d u」 は 同 じ く 硬 口 蓋 化

し て 、「 t s u」「 d z u」 に な る が 、 ウ は 高 母 音 で あ る ば か り で な く

後 舌 母 音 で も あ る の で 、調 音 点 が さ ら に 後 ろ に 進 ん で「 d z u」は

「 z u」 に な り 、 結 果 と し て ジ ・ ズ と ヂ ・ ヅ は 、 図 ９ の よ う に 同

じ 聞 こ え の 音 に な る 。  

 

                                                  
1 5  平 成 3 年 （ 1 9 9 1 年 ） 6 月 の 「 外 来 語 表 記 」 に つ い て の 内 閣 指 示 で は 、

3 3 種 の 新 し い 音 節 を 認 め 、 国 語 化 の 度 合 い の 高 い 第 一 表 （ シ ェ 、 チ ェ 、

テ ィ 、フ ァ な ど 1 3 種 ）と 、国 語 化 の 度 合 い が そ れ ほ ど 高 く な い 第 二 表（ イ

ェ 、 ク ェ 、 ツ ェ 、 ウ ァ な ど 2 0 種 ） に 分 け て 、 表 記 の 仕 方 を 示 し て い る 。

し か し 、 そ れ ら の 音 節 が 公 認 さ れ て い る 五 十 音 表 の 中 に 整 備 し て 位 置 づ

け ら れ て い な い の は 、 国 語 行 政 の 遅 れ と 考 え る 。  
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図 ９ ． サ 行 ・ タ 行 の イ 段 音 と ウ 段 音 の 硬 口 蓋 化 過 程  

            s i  →ʃ i     （ シ ）             z i           j i   （ ジ ）  

       s u   （ ス ）             z u  （ ズ ）  

       t i   → tʃ i   （ チ ）        d i→dӡ i→ j i    （ ヂ ）  

            t u→ t s u   （ ツ ）             d u→d z u→ z u  （ ヅ ）  

 

こ の 際 、疑 問 に 感 じ ら れ る の は 、な ぜ ヂ と ヅ だ け が ２ 段 階 の

硬 口 蓋 化 を 受 け る の か 、と い う こ と で あ る 。こ れ は 想 像 の 域 を

越 え な い の だ が 、調 音 点 が 後 方 に 行 け ば 行 く ほ ど 、有 声 化 が 起

こ り や す く な る た め で な い か と 考 え ら れ る 。因 み に 、「 ち じ（ 知

事 ）」の ジ（ dӡ i）と「 か じ（ 火 事 ）」の ジ（ j i）、及 び「 ち ず（ 地

図 ）」の ズ（ d z u）と「 か ず（ 数 ）」の ズ（ z u）を 比 べ て み ら れ た

い 。「 か じ （ 火 事 ）」 の ジ の 方 が 「 ち じ （ 知 事 ）」 の ジ よ り も 、

ま た 「 か ず （ 数 ）」 の ズ の 方 が 「 ち ず （ 地 図 ）」 の ズ よ り も 有 声

度 が 高 い こ と に 気 づ か れ よ う 。舌 が 奥 に 行 く ほ ど 濁 音 に な り や

す い の は 、声 帯 の 振 動 が 調 音 点 に 伝 わ り や す く 、ま た 破 擦 音 よ

り 摩 擦 音 の 方 が 音 持 続 が 長 い た め 振 動 が 長 く 保 た れ る か ら だ

と 思 わ れ る 。 中 国 語 に お い て 、 最 も 後 舌 の 巻 舌 音 ［ s h］ 1 6だ け

に 対 立 す る 有 声 音［ r］が 存 在 す る こ と は 、そ の 傍 証 に ほ か な ら

な い の で は な い だ ろ う か 。  

 

２ ． ７ 中 国 語 字 母 と の 関 係  

 こ の よ う な 音 の 系 統 性 は 、 中 国 語 の 音 韻 体 系 を 観 察 す れ ば 、

よ り 容 易 に 見 え て く る 。  

 日 本 語 の 子 音 の よ う な 有 声 － 無 声 の 対 立 で な く 、中 国 語 の 子

音 は 無 気 － 有 気 の 対 立 を 持 つ と い う 違 い こ そ あ れ 、両 唇 破 裂 音

［ b－ p］ の 対 立 、 歯 茎 破 裂 音 ［ d－ t］ の 対 立 、 咽 頭 破 裂 音 ［ g

－ k］ の 対 立 は 、 日 本 語 の パ 行 － バ 行 、 ダ 行 － タ 行 、 ガ 行 － カ

行 の 無 声 － 有 声 の 対 立 と 対 応 す る も の で あ る 。し か し 、サ 行 －

                                                  
1 6  本 稿 で は 、 中 国 語 の 発 音 表 記 は ロ ー マ 併 音 で 行 う 。  
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ザ 行 の 対 立 に 相 当 す る 無 気 － 有 気 の 対 立 だ け は 、［ j－ q－ x］、

［ z i－ c i－ s i］の ３ 項 対 立 に な っ て い る 。こ れ は 、調 音 点 を 同 じ

く す る ３ 子 音 の う ち 、最 初 の ２ 項 が 破 擦 音 の 無 気 － 有 気 の 対 立

で 、 最 後 の １ 項 が 摩 擦 音 と 考 え ら れ る 。（ 摩 擦 音 は 有 気 に 決 ま

っ て い る か ら 、 対 立 す る 無 気 音 は な い 。）  

さ ら に 、 巻 舌 音 に 至 っ て は 、［ z h－ c h－ s h－ r］ の ４ 項 対 立 で

あ る 。 こ れ は 、 や は り 調 音 点 を 同 じ く す る ４ 子 音 の う ち 、 最 初

の ２ 項 が 破 擦 音 の 無 気 － 有 気 の 対 立 で あ る が 、後 の ２ 項 は 摩 擦

音 に は 無 気 － 有 気 の 対 立 が あ り 得 な い の で 、例 外 的 に 有 声 － 無

声 の 対 立 に な っ た と 見 ら れ る で あ ろ う 。  

 つ ま り 、中 国 語 で は 破 擦 音 と 摩 擦 音 が 同 系 統 の 音 と 考 え ら れ

て 、セ ッ ト に な っ て い る 。３ グ ル ー プ の 中 の そ れ ぞ れ １ 種 の 無

気 音 ［ j、 z i、 z h］ に 対 し て そ れ ぞ れ ２ つ の 有 気 音 ［ q－ x］、［ c i

－ s i］、［ c h－ s h］ が 対 立 す る と 捉 え ら れ て い る の で あ る 。 こ れ

を 日 本 語 の 有 声 － 無 声 の 対 立 に 置 き 換 え れ ば 、摩 擦 音 の 無 声 音

チ・シ は と も に 同 一 の 対 立 有 声 音 j i を 持 ち や す い こ と が わ か る 。 

 ま た 、［ j－ q－ x］、［ z i－ c i－ s i］、［ z h－ c h－ s h－ r］の う ち 、厳

密 に 対 立 す る の は 破 擦 音 同 士 の［ j－ q］、［ z i－ c i］、［ z h－ c h］だ

け で あ り 、摩 擦 音 は 調 音 点 が 近 似 し て い る と い う だ け で 調 音 法

は 違 う の で 、 い わ ば 付 録 的 な 存 在 で あ る 1 7。  

 つ ま り 、中 国 語 の 破 擦 音 と 摩 擦 音 の 対 立 関 係 は 次 の よ う に な

る 1 8。  

        

図 10． 中 国 語 の 破 擦 音 と 摩 擦 音 の 対 立 関 係  

  j  ―q        z i  ― c i        z h  ―  c h  

              x             s i              s h― r i  

 

                                                  
1 7  中 国 語 で は 、 g、 k（ 軟 口 蓋 破 裂 音 ）、 h（ 軟 口 蓋 摩 擦 音 ） も 、 調 音 点 の

一 致 と 調 音 法 の 類 似 に よ っ て １ グ ル ー プ と さ れ て い る 。  
1 8  そ れ 故 、 中 国 語 で は 摩 擦 音 ・ 破 裂 音 （ ま た は 破 擦 音 に 近 似 し た 音 ） を

同 系 統 の 音 と 扱 っ て お り 、 独 立 し た 調 音 法 と は 扱 っ て い な い と い う こ と

に な る 。  
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そ れ 故 、 学 習 者 も 「 じ ご く （ 地 獄 ）」 を 決 し て 「 し こ く 」 と

は 間 違 え な い で 「 ち こ く （ 遅 刻 ）」 と 発 音 し 、「 む ず か し い （ 難

し い ）」 を 決 し て 「 む す か し い 」 と は 間 違 え な い で 「 む つ か し

い 」 と 書 い て し ま う の で あ る が 、 そ れ に も か か わ ら ず 、「 し 」

と 「 じ 」、「 す 」 と 「 ず 」 が あ る 意 味 で の 対 立 関 係 に あ る こ と を

自 然 に 納 得 し て い る こ と が わ か る 。  

 このように、中国語の子音音素の観察は、日本語のサ行音とザ

行音が決して対立していないことを教えてくれるのである。  

 

３．日本語の音構成における無声子音［ p］の特殊性  

３ ． １ 問 題 の 所 在  

 ハ 行 音 が 五 十 音 の 系 統 を 壊 し て い る 問 題 に つ い て は 、上 田 万

年 （ 1 8 9 8） が つ と に 指 摘 し て い る と こ ろ で あ る 1 9。 氏 は 「 ハ ヒ

フ ヘ ホ の 濁 音 は バ ビ ブ ベ ボ で あ る が 、バ ビ ブ ベ ボ に 對 す る 清 音

は 音 の 性 質 か ら 見 れ ば パ ピ プ ペ ポ で あ る べ き で あ つ て 、ハ ヒ フ

ヘ ホ で は な い 。パ ピ プ ペ ポ は 清 音 で あ つ て 、半 濁 音 と い う の は

世 人 を ま ど は す も の で あ る 。」と 主 張 し て い る 2 0。こ れ は 音 声 学

の 用 語 を 用 い れ ば「 両 唇 破 裂 有 声 音 バ ビ ブ ベ ボ に 対 す る 両 唇 破

裂 無 声 音 は パ ピ プ ペ ポ で あ り 、調 音 点 も 調 音 法 も ま っ た く 違 う

ハ ヒ フ ヘ ホ は 別 系 統 に 位 置 づ け る べ き で あ る 」と い う こ と に な

ろ う が 、こ れ は 本 稿 １ で 述 べ た 疑 問 ４「 ど う し て ハ 行 に だ け 半

濁 音 が あ る の か 」 と 疑 問 ５ 「 ど う し て ハ 行 音 の フ の 子 音 だ け h

で な く f な の か 」 に 照 応 す る も の で あ る 。 そ れ は 前 節 で 述 べ た

と こ ろ で あ る が 、本 節 で は 疑 問 ６「 ど う し て ハ 行 音 の 連 濁 音 が

バ 行 音 に な っ た り パ 行 音 に な っ た り す る の か 」、 つ ま り ハ 行 音

                                                  
1 9  上 田（ 1 8 9 8）「 語 学 創 見 」（『 帝 国 文 學 』所 収 ）。な お 、引 用 は 橋 本（ 1 9 5 0）
に よ る 。  
2 0  橋 本 （ 1 9 5 0）、 p . 2 6 2 よ り 転 載 。 上 田 万 年 は こ の ほ か 「 ハ 行 音 の 子 音 が

も と も と ｐ で あ り 、 そ の 後 ɸ に な り 、 さ ら に ｈ に 変 化 し た と 」 い う 音 の

歴 史 的 変 遷 を 述 べ て い る が 、 こ れ ら の 説 に つ い て は 橋 本 も 「 ま こ と に 卓

見 と い ふ べ き で あ つ て 、 今 日 に 於 て は 、 多 少 の 異 見 を さ し は さ む 人 も な

い で は な い が 、 ま づ 學 界 の 定 説 と な つ て ゐ る の で あ る 。」 と 評 し て い る 。 
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の 音 便 規 則 の 問 題 を 考 察 す る こ と に よ っ て ハ 行 音 の 問 題 を 検

討 し て い く 。  

 

３ ． ２ パ 行 音 の 現 れ 方  

パ 行 音 が 現 わ れ る の は 次 の 語 に お い て の み で あ る 。  

① オ ノ マ ト ペ ： ぱ あ 、 ぷ ん ぷ ん 、 ピ ン ポ ー ン 、 等  

② 外 来 語 ： ペ ッ ト 、 ス ピ ー ド 、 パ ン 、 等  

③ オノマトペや外来語との混種語：パクる、パチンコ、鵞ペン、等  

④ 囃 し 言 葉 ・ 罵 り 言 葉 ：  ア ッ パ ラ パ ー 、 お ち ゃ っ ぴ い 、 チ ン  

プ ン カ ン プ ン 、あ っ ぷ っ ぷ 、オ ッ ペ ケ  

ペ ッ ポ ペ ッ ポ ッ ポ 、ア ン ポ ン タ ン 、等  

⑤ 音 便 ：  1 )強 制 的 音 便 2 1： 発 表  は つ  ひ ょ う →は っ ぴ ょ う  

      2 )任 意 的 音 便 ： や は り  や  は り →や っ ぱ り 2 2  

⑥ 接 尾 辞 ： 安 っ ぽ い  

こ れ 以 外 に は パ 行 音 は 現 わ れ な い 。元 々 の 和 語 名 詞 に も 漢 語

名 詞 に も パ 行 音 は な い 2 3。 辞 書 の ハ 行 を 見 る と よ い 。 外 来 語 と

オ ノ マ ト ペ 、 あ る い は 新 語 ・ 俗 語 の 類 い 以 外 は 、 パ 行 で 始 ま る

語 は な い は ず で あ る 。こ れ ら の 語 は 外 来 語 を 除 い て 実 質 語 で は

な く 、［ p］ 音 の 働 き は 、 意 味 構 成 よ り 音 構 成 に 焦 点 が あ る と 考

え ら れ る 。［ p］は 日 本 語 の 音 調 整 専 門 の 音 と 言 っ て も い い よ う

だ 。  

 

３ ． ３ パ 行 音 便 の 現 わ れ る 環 境  

 連 濁 と は 、２ 語 が 連 続 し て 新 し い 語 を 作 る 場 合 、後 接 語 語 頭

                                                  
2 1  「 強 制 的 音 便 」 と は 、 例 え ば 「 発 表 」 は 必 ず 「 は っ ぴ ょ う 」 と 読 ま な

く て は な ら ず 、「 は つ ひ ょ う 」と 読 ん で は い け な い 、と い う 音 便 規 則 で あ

る 。 こ れ に 対 し て 「 任 意 的 音 便 」 と は 、 例 え ば 「 や っ ぱ り 」 は 「 や は り 」

の 訛 り と 考 え ら れ 、 い ず れ を 選 択 し て も よ い と い う こ と で あ る 。  
2 2  「 や っ ぱ り 」 は 江 戸 時 代 の 六 方 詞 が 起 源 だ そ う で あ る が 、 六 方 の 中 で

「 や は り 」 が 「 や は り 」 に 音 韻 変 化 し て い く 過 程 は ハ 行 の 音 便 変 化 一 般

と 軌 を 一 に し て い る だ ろ う 。  
2 3  麻 雀 の 「 パ イ （ 牌 ）」 な ど は 漢 語 で あ る が 、 外 来 語 と 見 な し て い い だ

ろ う 。  
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の 無 声 子 音 （［ k］［ s］［ t］［ h］ 2 4） が 有 声 化 す る 現 象 で あ る 。

例 え ば 、「 日 本（ n i h o n）＋ 髪（ k a m i）」は「 日 本 髪（ n i h o n - g a m i）」

と な る が 、こ れ は「 n i h o n k a m i」と 、後 接 語 語 頭 の 無 声 子 音［ k］

の 前 後 が 有 声 音 （ 母 音 ） な の で 、 無 声 子 音 ［ k］ が そ れ に 影 響

さ れ て 有 声 化 さ れ る 、 一 種 の 同 化 現 象 で あ る 2 5。  

ハ 行 音 に お い て も む ろ ん こ の 連 濁 現 象 が 見 ら れ る わ け だ が 、 

ハ 行 音 に お い て は 、 無 声 子 音 ［ h］ が 有 声 子 音 の ［ b］ へ と 変 化

す る 場 合 と 、 同 じ 無 声 子 音 の ［ p］ へ と 変 化 す る 場 合 が あ る 2 6。

ハ 行 音 が パ 行 音 に 音 便 変 化 し て い る 語 を 記 述 す る と 容 易 に 気

づ く こ と だ が 、他 の 無 声 子 音 が 前 接 語 の い か な る 音 環 境 に お い

て も 連 濁 現 象 を 引 き 起 こ し 得 る の に 対 し 、パ 行 連 濁 現 象 が 起 き

る 場 合 は 前 接 語 の 語 尾 の 音 声 環 境 が 決 ま っ て い る 。  

① 前 接 語 の 語 尾 が 促 音   例  達 筆 ： た つ  ひ つ →た っ ぴ つ  

② 前 接 語 の 語 尾 が 撥 音   例  乱 筆 ： ら ん  ひ つ →ら ん ぴ つ  

こ れ 以 外 の 環 境 で は パ 行 音 は 現 わ れ な い 2 7。  

   例  毛 筆 ： も う  ひ つ  ×も う ぴ つ  

 

３ ． ３ ． １ 前 接 語 の 語 尾 が 促 音 の 場 合  

前 接 語 の 語 尾 の 子 音 が 無 声 子 音 の タ 行 音 で 母 音 が［ u］、つ ま

り  [ - t s u ]で 2 8、 後 続 音 が 無 声 子 音 で 始 ま る 場 合 、 [ - t s u ]は 促 音 化

                                                  
2 4  ［ s］ の 異 音 と し て ［ ʃ］、［ t］ の 異 音 と し て ［ t ʃ］［ t s］、［ h］ の 異 音 と

し て ［ ҫ］［ ɸ］ を 含 む が 、 本 章 で は そ れ ぞ れ ［ s］［ t］［ h］ を 無 標 の 音 素

と し て 提 示 す る 。  
2 5  連 濁 と 裏 腹 の 関 係 に あ る 同 化 現 象 は 、関 東 地 方 で 聞 か れ る 母 音 無 声 化

で あ る 。 こ れ は 、 無 声 子 音 に 挟 ま れ た 高 舌 母 音 の ［ i］ と ［ u］ が 無 声 化

し て 聞 こ え が な く な る 現 象 で あ る 。  
例 ： が く せ い （ 学 生 ） g a k u s e i→ g a k k u s e i  

 高 舌 母 音 の ［ i］ と ［ u］ は 口 室 か ら 流 れ 出 る 空 気 の 量 が 少 な く 、 従 っ

て 聞 こ え も 小 さ く な る 。 こ れ は 母 音 性 の 最 も 低 い 母 音 な の で 、 子 音 同 化

し や す い の で あ る 。 連 濁 も 母 音 無 声 化 も 、 有 声 音 と 無 声 音 が 互 い に 縄 張

り を 主 張 し あ っ て 起 こ す 、 同 化 現 象 の 両 面 だ と 考 え ら れ る 。  
2 6  ［ h］ が ［ p］ に 変 化 す る 場 合 は 厳 密 な 意 味 で は 「 連 濁 」 と は 言 え な い

の で 、 以 後 は 「 パ 行 音 便 」 と 呼 ぶ こ と に す る 。  
2 7  政 治 大 学 日 本 語 学 科 の 2 0 0 8 年 度 大 学 院 1 年 生 の 辞 書 調 査 に よ る と 、

撥 音 と 促 音 以 外 の 音 に 後 続 す る ハ 行 音 便 で 、［ p］ 音 は 一 つ も な か っ た 。  
2 8  も ち ろ ん 、 無 声 子 音 に は ［ s］ も ［ h］ も あ る わ け だ が 、 何 故 か 「   
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現 象 を 起 こ す 。  

例  発 刊 ： は つ  か ん →は っ か ん    

出 世 ： し ゅ つ  せ →し ゅ っ せ  

  葛 藤 ： か つ  と う →か っ と う      

と こ ろ が 、 無 声 子 音 ［ h］ の 場 合 は 、［ k］、［ t］ と 違 い 、 無 声

子 音 で は あ る が 破 裂 音 で は な く 摩 擦 音 で あ る 。 促 音 「 ッ 」 は 無

声 子 音 の 破 裂 音 の 前 以 外 で は 非 常 に 発 音 し に く い 2 9。ま た 、［ b］

は 破 裂 音 で あ る が 有 声 子 音 で あ る か ら 、 促 音 に 後 続 し 得 な い 。

そ こ で 、［ p］に 白 羽 の 矢 が 当 た り 、前 接 語 の 語 尾 が [ - t s u ]の 場 合

3 0、 [ - t s u ]  は 促 音 化 現 象 を 起 こ す だ け で な く 、 さ ら に 後 続 子 音

の ［ h -］ が 無 声 破 裂 音 ［ p -］ に 変 化 す る 。  

  例  出 版 ： し ゅ つ  は ん →し ゅ っ ぱ ん   

出 費 ： し ゅ つ  ひ →し ゅ っ ぴ  

    発 奮 ： は つ  ふ ん →は っ ぷ ん        

月 餅 ： げ つ  へ い →げ っ ぺ い  

    割 烹 ： か つ  ほ う →か っ ぽ う  

 但 し 、 こ れ は 漢 語 に 限 ら れ る よ う で あ る 。  

                                                                                                                                                    
s u」「  f u」 で 終 わ る 語 の 後 の 無 声 子 音 に は 促 音 化 現 象 が 見 ら れ な い 。  
し か し 、「 あ そ こ 」 が な ま っ て 「 あ す こ 」 に な り 、 さ ら に 「 あ っ こ 」 と 言

う 人 が あ る よ う に 、 変 化 の 途 中 な の か も し れ な い 。「 あ そ こ （ a s o k o）」  
は 無 声 子 音 を 含 む 音「 s o」「 k o」が 連 続 す る が 、無 声 音 の 連 続 は 発 音 時 に

大 変 負 担 に な る 。 そ こ で 前 の 母 音 「 o」 を 「 u」 に 変 え て 「 s u」 に 転 じ て

「 あ す こ （ a s u k o）」 に す れ ば 、「 s u」 は 無 声 母 音 で 発 音 す る こ と が で き 、

「 あ す こ（ a s k o）」に な っ て 発 音 が 楽 に な る 。こ の「 あ す こ 」が さ ら に「 あ

っ こ 」と な っ た の は 、促 音 化 現 象 へ の 移 行 期 に あ る と 考 え ら れ る 。ま た 、

「  f u」 で 終 わ る 語 は ほ と ん ど 見 当 た ら な い 。  
2 9  「 ア ッ ハ ッ ハ 」 な ど の 擬 声 語 は 別 で あ る 。  
3 0  ［ h］は 前 接 語 が 数 字 で 語 尾 の 子 音 が「  k u」の 場 合 、つ ま り 六（ ろ く ）

も 同 様 の 現 象 を 起 こ す 。  
例   六 本 木 ： ろ く ほ ん ぎ →ろ っ ぽ ん ぎ   

し か し 、 こ れ は 前 接 語 が 数 字 の 時 の み で あ り 、 前 接 語 が 数 字 で な い 場

合 は 、 連 濁 現 象 は 起 こ ら な い 。  
例  学 派 ： が く は  ×が っ ぱ    白 票 ： は く ひ ょ う  ×は っ ぴ ょ う     
 楽 譜 ： が く ふ  ×が っ ぷ   悪 弊 ： あ く へ い  ×あ っ ぺ い  
  確 保 ： か く ほ  ×か っ ぽ  

ま た 、 前 接 語 が 数 字 の 場 合 は 、 前 接 語 の 母 音 が c h i で 後 続 子 音 が ［ k］  
［ t］［ h］ の 場 合 も 促 音 化 す る 。   

例  １ 回 ： い ち か い →い っ か い 、 ８ 点 ： は ち て ん →は っ て ん 、  
８ 本 ： は ち ほ ん →は っ ぽ ん     
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  例  初 春 ： は つ は る  ×は っ ぱ る  

初 日 ： は つ ひ   ×は っ ぴ  

夏 服 ： な つ ふ く  ×な っ ぷ く  

初 穂 ： は つ ほ   ×は っ ぽ  

か く し て 、「 出 版 」 は 「 し ゅ つ は ん 」 と も 「 し ゅ っ は ん 」 と

も 「 し ゅ つ ば ん 」 と も 「 し ゅ っ ば ん 」 と も な ら ず 、「 し ゅ っ ぱ

ん 」 と な る わ け で あ る 3 1。  

 

３ ． ３ ． ２ 前 接 語 の 語 尾 が 撥 音 の 場 合  

３ ． ３ ． ２ ． １ ［ h］ → ［ b］ と ［ h］ → ［ p］ の 変 化 例  

 他 の 無 声 子 音 は 、 撥 音 「 ン 」［ n］ 以 外 の 前 接 環 境 で も 連 濁 現

象 を 起 こ す 。  

  例  笑 顔 ： え  か お →え が お   

 釣 り 竿 ： つ り  さ お →つ り ざ お    

    茶 箪 笥 ： ち ゃ  た ん す →ち ゃ だ ん す      

仲 立 ち ： な か  た ち →な か だ ち  

 む ろ ん 、［ h］ も 同 様 で あ る 。  

  例  無 駄 話 ： む だ  は な し →む だ ば な し      

旅 人 ： た び  ひ と →た び び と  

釣 舟 ： つ り  ふ ね →つ り ぶ ね         

口 下 手 ： く ち  へ た →く ち べ た  

釣 堀 ： つ り  ほ り →つ り ぼ り  

 し か し 、 前 接 語 の 語 尾 が 撥 音 「 ン 」 で 終 わ る 時 に 限 り 、 後 続

の［ h -］は［ b -］に な る 場 合 と［ p -］に な る 場 合 の 両 様 が あ る 3 2。  

例 ［ h -］ →［ b -］  

                                                  
3 1  政 治 大 学 日 本 語 学 科 の 2 0 0 8 年 度 大 学 院 1 年 生 の 辞 書 調 査 に よ る と 、

5 9 9 例 の う ち 、 促 音 に バ 行 音 便 が 接 続 す る 例 は ０ 件 で あ っ た 。 む ろ ん 、

外 来 語 、 オ ノ マ ト ペ 、 間 投 詞 の 場 合 は こ の 限 り で は な い 。   
例  ワ ッ フ ル （ 外 来 語 ）、 ア ッ ハ ッ ハ （ オ ノ マ ト ペ ）、 ド ッ ヒ ャ ー （ 間

投 詞 ）  
3 2  数 量 詞 は 特 別 例 外 で あ る 。   

例  ２ 杯 ： に は い  ３ 杯 ： さ ん は い ／ さ ん ば い  ４ 杯 ： よ ん は い  
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自 慢 話 ： じ ま ん  は な し  →じ ま ん ば な し  ×じ ま ん ぱ な し  

  記 念 日 ： き ね ん  ひ    →き ね ん び    ×き ね ん ぴ  

  天 袋 ： て ん  ふ く ろ  →て ん ぶ く ろ   ×て ん ぷ く ろ  

  相 部 屋 ： ふ と ん  へ や  →ふ と ん べ や   ×ふ と ん ぺ や  

  無 縁 仏 ： む え ん  ほ と け  →む え ん ぼ と け  ×む え ん ぽ と け  

例 ［ h -］ →［ p -］  

散 髪 ： さ ん  は つ  →さ ん ぱ つ    ×さ ん ば つ  

  鉛 筆 ： え ん  ひ つ  →え ん ぴ つ    ×え ん び つ  

  反 復 ： は ん  ふ く  →は ん ぷ く   ×は ん ぶ く  

  転 変 ： て ん  へ ん  →て ん ぺ ん    ×て ん べ ん  

  担 保 ： た ん  ほ  →た ん ぽ   ×た ん ぼ  

 

３ ． ３ ． ２ ． ２ 弁 別 の し 方  

前 接 音 が 撥 音 の 場 合 に 、 な ぜ ［ h］ は 音 便 変 化 を 被 る の だ ろ

う か 。 こ れ は 、［ n］ の 調 音 法 か ら く る も の で あ ろ う 。 ン の 音 は

舌 面 の ど こ か を 口 蓋 に 接 触 さ せ て 作 る 音 で あ る が 、舌 と 口 蓋 の

接 触 位 置 は 後 接 音 の 調 音 点 に よ っ て 決 ま る （ 前 方 同 化 ）。 ン の

後 接 子 音 が 軟 口 蓋 摩 擦 音 の ［ h］ で あ る 場 合 、 後 舌 面 を 軟 口 蓋

に 接 触 さ せ て 、し か も 破 裂 さ せ な い よ う に し な が ら す ぐ に 摩 擦

音 を 作 ら ね ば な ら な い 。（ 破 裂 さ せ れ ば［ k］音 に な っ て し な う 。）

こ れ は 、 か な り 技 を 必 要 と す る 作 業 で あ る 。 そ れ よ り 、［ n］ の

異 音 で あ る ［ m］ を 作 っ て 両 唇 を 破 裂 さ せ た 方 が 楽 で あ る 。 か

く し て 、［ h］は 両 唇 破 裂 音 の［ b］ま た は［ p］に な る の で あ る 。  

で は 、 撥 音 に 後 続 す る ハ 行 音 は 、 い っ た い 、 ど の よ う な 環 境

で ［ h -］ が ［ b -］ に な っ た り ［ p -］ に な っ た り す る の で あ ろ う

か 。  

一 つ は 、語 種 に よ る と 考 え ら れ る 。［ h -］→［ b -］の 連 濁 例 を

探 す の は 、か な り 苦 労 す る が 、［ h -］→［ p -］の 変 化 例 は い く ら

で も 見 つ か る 。上 記 の 例 を 見 る に 、［ h -］→［ b -］の 連 濁 現 象 を

起 こ す 語 の 多 く は 後 接 語 が 和 語 で あ る 場 合 が 多 い こ と が わ か
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る 。そ れ に 対 し 、［ h -］→［ p -］の 音 便 現 象 を 起 こ す 語 の 多 く は

前 接 語 も 後 接 語 も 漢 語 、あ る い は 明 治 以 降 に 日 本 に 入 っ て き た

語 で あ る 。  

［ p］ の 音 が 伝 統 的 な 日 本 の 音 で は な か っ た こ と は 、 前 節 で

述 べ た よ う に パ 行 音 が オ ノ マ ト ペ 、外 来 語 以 外 の 語 に は 現 わ れ

て い な い こ と か ら も わ か る 。伝 統 的 な 語 は［ h -］→［ b -］、近 代

的 な 語 は ［ h -］ →［ p -］ と 音 便 変 化 す る と 言 っ て よ さ そ う で あ

る 3 3。 し か し 、 こ れ は 、 語 彙 史 を ひ も と い て 一 語 一 語 調 べ て み

な い と わ か ら な い 方 法 で あ る 。  

 も う 一 つ は 、よ り 言 語 学 的 な 方 法 で あ る 。前 接 語 が 撥 音 で な

い 場 合 の 音 便 変 化 現 象 を 参 考 に す る の で あ る 。 即 ち 、  

①  前 接 語 が 撥 音 以 外 の 音 の 時 に ［ h -］ が ［ b -］ に な る 語 は 、 前

接 語 が 撥 音 の 時 も ［ h -］ は ［ b -］ に な る 。  

②  前 接 語 が 撥 音 以 外 の 音 の 時 に［ h -］が 連 濁 現 象 を 起 こ さ な い

語 は 、 前 接 語 が 撥 音 の 時 、［ h -］ は ［ p -］ に な る 3 4。  

 ① ［ h -］ →［ b -］ の 例  

小 話 ： こ  は な し →こ ば な し   

自 慢 話 ： じ ま ん  は な し →じ ま ん ば な し  

  厄 日 ： や く  ひ →や く び        

記 念 日 ： き ね ん  ひ →き ね ん び  

  紙 袋 ： か み  ふ く ろ →か み ぶ く ろ    

天 袋 ： て ん  ふ く ろ →て ん ぶ く ろ  

  相 部 屋 ： あ い  へ や →あ い べ や     

布 団 部 屋 ： ふ と ん  へ や →ふ と ん べ や  

                                                  
3 3  但 し 、前 接 環 境 が［ n］の 場 合 の 後 続［ h］の 漢 語 で も 、［ b］変 化 と［ p］
変 化 の 両 方 を 持 つ 語 も あ る 。例 え ば 、「 二 巻 本（ に か ん ぼ ん ）」「 発 禁 本（ は

っ き ん ぼ ん ）」 は ［ h］ が ［ b］ に 変 わ り 、「 原 本 （ げ ん ぽ ん ）」「 献 本 （ け

ん ぽ ん ）」 は ［ p］ に 変 わ る 。 し か し 、 こ れ も 何 ら か の 規 則 が あ る と 思 わ

れ る 。  
3 4  但 し 、 焚 き 火 ： た き び 、 不 審 火 ： ふ し ん び 、 天 火 ： て ん ぴ 、 等 の 例 も

あ る 。 し か し 、 こ の よ う な 例 外 も 、 何 ら か の 理 由 が あ る と 考 え ら れ る 。

例 え ば 、「 天 火 」と い う の は 西 洋 の ガ ス オ ー ブ ン の 日 本 語 訳 で 、比 較 的 新

し く で き た 語 で あ る か ら 、 と い う 理 由 な ど が 考 え ら れ る 。  
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喉 仏 ： の ど  ほ と け →の ど ぼ と け    

無 縁 仏 ： む え ん  ほ と け →む え ん ぼ と け  

 ② ［ h -］ →［ p -］ の 例  

白 髪 ： は く は つ  （ →×は く ば つ ）            

散 髪 ： さ ん  は つ →さ ん ぱ つ  

毛 筆 ： も う ひ つ  （ →×も う び つ ）            

鉛 筆 ： え ん  ひ つ →え ん ぴ つ  

回 復 ： か い ふ く  （ →×か い ぶ く ）           

反 復 ： は ん  ふ く →は ん ぷ く  

急 変 ： き ゅ う へ ん  （ →×き ゅ う べ ん ）           

転 変 ： て ん  へ ん →て ん ぺ ん  

確 保 ： か く ほ  （ →×か く ぼ ）             

担 保 ： た ん  ほ →た ん ぽ  

 例 は 枚 挙 に 暇 が な い が 、ほ ぼ 上 記 ① ② の よ う に 一 般 化 で き る

で あ ろ う 3 5。   

 

３ ． ４ 無 声 子 音 ［ p］ の 特 殊 性  

 以 上 、 見 て き た よ う に 、 日 本 語 に お い て ［ p］ の 音 は 他 の 無

声 子 音 と 比 べ て 、 い や 、 他 の す べ て の 音 と 比 べ て さ え 、 特 殊 な

音 で あ る こ と が わ か る 。  

 

３ ． ４ ． １ 促 音 化 現 象 に お け る ［ p］ の 特 殊 性  

３ ． ４ ． １ ． １ 促 音 化 を 受 け に く い ［ h］  

も と も と 無 声 子 音 の 促 音 化 は 、母 音 無 声 化 か ら 始 ま っ た と 思

わ れ る 。 母 音 無 声 化 と は 、 無 声 子 音 に 挟 ま れ 、 か つ ア ク セ ン ト

                                                  
3 5  但 し 、 次 の 例 に 注 意 。 ａ 「 雨 降 り （ あ め ふ り ）」、 ｂ 「 障 子 張 り （ し ょ

う じ は り ）」、 ｃ 「 羽 織 袴 （ は お り は か ま ）」、 は 連 濁 し て い な い が 、 前 接

音 が 撥 音 の 場 合 は ［ h -］ は ［ p -］ と な ら ず 、 そ れ ぞ れ 、 ａ 「 本 降 り （ ほ

ん ぶ り ）」、 ｂ 「 一 点 張 り （ い っ て ん ば り ）」、 ｃ 「 紺 袴 （ こ ん ば か ま ）」、

と な る 。前 接 語 － 後 接 語 の 関 係 が「 内 項 － 動 詞 」の 関 係 に あ る 場 合（ ａ 、

ｂ の 例 ）、前 接 語 － 後 接 語 の 関 係 が 同 格 並 列 の 関 係 の 場 合（ ｃ の 場 合 ）は 、

連 濁 現 象 が 起 こ り に く い と さ れ て い る 。  
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核 の な い 母 音 の う ち 、最 も 高 舌 で 最 も 響 き の 小 さ い［ i］と［ u］

が 無 声 化 す る 現 象 で あ る が 、 そ の 母 音 無 声 化 が さ ら に 進 ん で 、

無 声 化 さ れ た 子 音 が さ ら に 後 接 子 音 に 同 化 し て し ま っ た の で

あ る 。  

例 ： ① 白 金 （ は っ き ん ）  

   h a k u - k i n  →  h a k u k i n → h a k k i n  

   ② 発 散 （ は っ さ ん ）   

 h a t s u - s a n  →  h a t s u s a n → h a t s s a n → h a s s a n  

   ③ 発 展 （ は っ て ん ）   

 h a t s u - t e n  →  h a t s u t e n → h a t s t e n → h a t t e n  

① に 見 ら れ る よ う に 、カ 行 音 の［ k u］と［ k i］が 続 い た 場 合 、

前 の［ - k u］の 母 音［ u］が 無 声 化 す る と［ - k k -］ と ［ k］の 音 が

２ つ 並 ぶ が 、 こ れ は 事 実 上 促 音 に 等 し く な る 。 そ れ 故 、 [ k u ]の

後 に 子 音［ k -］が 後 続 す る と 、前 の［ - k u］は 促 音 化 現 象 を 起 こ

す の で あ る 3 6。  

そ れ 故 、 前 接 語 の 語 尾 の 子 音 が 無 声 子 音 の カ 行 音 で 母 音 が

［ u］、つ ま り [ - k u ]で 、後 続 音 も［ k -］で 始 ま る 場 合 、前 の［ - k u］ 

は 促 音 化 現 象 を 起 こ す 3 7。  

例  客 観 ： き ゃ く  か ん →き ゃ っ か ん    

作 曲 ： さ く  き ょ く →さ っ き ょ く  

  特 訓 ： と く  く ん →と っ く ん      

職 権 ： し ょ く  け ん →し ょ っ け ん  

学 校 ： が く  こ う →が っ こ う    

そ れ で は 、前 接 語 の 最 後 の 音 が サ 行 音 の 場 合 は ど う か 。前 接

語 の 最 後 の 音 が サ 行 音 の 「 s u」 で 後 続 音 が ［ s -］ の 場 合 、 前 の

                                                  
3 6  も ち ろ ん 、前 接 語 の 最 後 の 母 音 が［ - i］で 終 わ る 語 も あ る（「 空 き 缶（ あ

き － か ん ）」「 価 値 観 （ か ち － か ん ）」 な ど ） が 、［ - u］ で 終 わ る 語 の 方 が

促 音 化 し や す い 。 つ ま り ［ - k u k -］［ - t s u t -］ の 方 が ［ - k i k -］［ - t s u t -］ よ り

促 音 に 聞 こ え や す い 。 こ れ は 、［ u］ は 後 舌 母 音 な の で 、［ k］ や ［ t］ の 音

が 呑 み 込 ま れ て し ま っ た よ う に 感 じ る か ら で あ ろ う 。  
3 7  但 し 、 例 外 も あ る 。 例 え ば 、   

太 極 拳 ： た い き ょ く け ん  × た い き ょ っ け ん   
 こ れ は 、 個 々 の 語 彙 事 情 に よ る の で あ ろ う 。  
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［ - s u］ の 母 音 ［ u］ が 無 声 化 し て ［ - s s -］ と ［ s］ の 音 が ２ つ 並

ん で も 、 促 音 表 記 は さ れ な い の で あ る 。 例 え ば 、「 升 席 」（ ま す

せ き ） と い う こ と ば は 、  

  m a s u - s s e k i → m a s u s e k i → m a s s e k i  

と な り 、 こ れ は 事 実 上 「 ま っ せ き 」 と 調 音 し て い る に も か か わ

ら ず 、 表 記 は 「 ま す せ き 」 で あ る 。 こ れ は 、［ s］ が 摩 擦 音 で あ

る こ と か ら 来 て い る と 思 わ れ る 。即 ち 、破 裂 音 の 方 が 摩 擦 音 よ

り も 促 音 と 認 識 さ れ や す い の で あ る 。「 ま っ せ き 」の［ s u］の 前

の 促 音 は 、調 音 時 も 摩 擦 音 が 聞 こ え 、破 裂 無 声 子 音［ k］［ t］［ p］

の よ う に 一 拍 停 止 し て い る と い う 印 象 が 弱 い 。 そ こ で 、「 ま す

せ き 」 と 認 識 さ れ る の で あ ろ う 。  

 一 方 ハ 行 音 の 方 は ど う か と 言 う と 、理 論 上 促 音 化 が 起 こ り 得

る の は 前 接 語 の 最 後 の 音 が フ （ ɸu） の 時 で あ る が 、 ハ 行 音 の 場

合 は ハ （ h a）、 ヒ （ ҫ i）、 フ （ ɸu）、 ヘ （ h e）、 ホ （ h o） で は 調 音

点 も 調 音 法 も 違 う 。（ ɸu は 両 唇 摩 擦 音 、 h a、 h e、 h o は 軟 口 蓋 摩

擦 音 、 ҫ i は 咽 頭 摩 擦 音 で あ る 。） よ っ て 、 促 音 化 が 起 こ り 得 る

の は 「 ‐ フ フ ‐ 」［ - f u f u -］ と フ が ２ つ 続 く 場 合 で あ る が 、 こ れ

も［ s］の 場 合 と 同 様 の こ と が 言 え る 。例 え ば 、「 看 護 婦 風 」（ か

ん ご ふ ふ う ） と い う こ と ば は 、  

  k a n g o f u - f u u → k a n g o f u f u u → k a n g o f f u u  

と な っ て 、 事 実 上 は 「 か ん ご っ ふ う 」 と 調 音 し て い る に も か か

わ ら ず 、「 か ん ご ふ ふ う 」 と 認 識 さ れ て い る の は 、 や は り ɸu が

破 裂 音 で な い こ と に 起 因 し て い る で あ ろ う 。「 か ん ご っ ふ う 」

の よ う な 促 音 化 し た フ は 調 音 時 の 摩 擦 音 が 聞 こ え 、一 拍 停 止 の

印 象 が 弱 い 。 ま た 、 ハ 行 音 の 場 合 は 、 前 述 し た よ う に 前 の 音 が

促 音 化 す る 際 に は ［ h -］ は ［ p -］ に な り や す い の で 、［ - f f -］ と

い う 促 音 を 含 む 語 の 一 語 化 が 進 め ば 、 促 音 部 分 は ［ p］ に 取 っ

て 代 わ ら れ て［ - p p -］に な り 兼 ね な い 。つ ま り 、「 か ん ご ふ ふ う 」

と い う 言 葉 が 一 語 化 し て し ま え ば 、「 か ん ご っ ぷ う 」 と 発 音 さ
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れ る よ う に な る か も し れ な い の で あ る 3 8。  

 こ う し て み る と 、 促 音 化 を 受 け や す い 無 声 子 音 は 、  

［ t］ ＞ ［ k］ ＞ ［ s］ ＞ ［ h］  

と い う 左 右 行 列 を な す こ と が わ か る 。［ - t s u］は 後 続 の あ ら ゆ る

無 声 子 音 の 前 で 促 音 化 さ れ 、［ - k u］ は 後 続 の 無 声 子 音 ［ k -］ の

前 で の み 促 音 化 さ れ 、［ - s u］ は 事 実 上 は 後 続 の 無 声 子 音 ［ s -］

の 前 で 促 音 化 さ れ て い る が そ の よ う に 認 識 さ れ て い な い 。［ - f u］

は 後 続 の 無 声 子 音 ［ f -］ の 前 で 促 音 化 さ れ て い る が 、 促 音 部 分

は い つ［ p］に 取 っ て 代 わ ら れ て［ - p p -］と な る か わ か ら な い 運

命 に あ る か ら で あ る 。  

 

３ ． ４ ． １ ． ２ 促 音 化 を 引 き 起 こ し や す い ［ h］  

「 強 勢 の た め の 促 音 化 」の 現 象 が あ る 。前 接 語 の 語 末 に［ - t s u］

を 持 た な い 環 境 で あ る に も 関 わ ら ず 、「 で か い 」を「 で っ か い 」、

「 ウ ソ 」 を 「 ウ ッ ソ ー 」、「 ふ と い 」 を 「 ぶ っ と い 」 な ど と 、 わ

ざ わ ざ 無 声 子 音 の 前 に 促 音 を 加 え て 言 う 現 象 で あ る 。こ の「 強

勢 化 」 と い う こ と に 関 し て は 、［ h］ が 断 然 強 い の で あ る 。  

 「 日 本 」を「 に ほ ん 」と 読 む の か 、「 に っ ぽ ん 」と 読 む の か 、

と い う 議 論 は ま だ 決 着 が つ い て い な い よ う で あ る 。日 本 語 教 育

で は 「 に ほ ん 」 で 定 着 し て い る よ う だ が 、「 に っ ぽ ん 」 と 読 む

人 は ま だ ま だ た く さ ん い る 。古 く は「 日 本 」と 書 い て「 や ま と 」

と 読 ん で い た が 、 奈 良 時 代 か ら 「 に ほ ん 」「 に っ ぽ ん 」 と 読 ま

れ て い た よ う で あ る 。［ h］ の 古 代 音 が ［ p］ で あ っ た こ と を 考

え る な ら 、「 に っ ぽ ん 」 の 方 が 古 い 読 み 方 で 、

n i p p o n→n i p o n→n iɸo n→n i h o n と い う 変 化 を 受 け た と も 考 え ら れ

る 。そ し て 、昔 は 促 音 も 半 濁 音 も 表 記 し な か っ た こ と か ら 、「 に

ほ ん 」 と 書 い て 「 に っ ぽ ん 」 と 読 ん で い た こ と も 考 え ら れ る 。

確 か に 、 時 代 劇 や 古 い 映 画 な ど を 見 る と 、「 に っ ぽ ん 」 の 方 が

                                                  
3 8  「 気 風 」 と い う 語 が 「 き っ ぷ 」 と 読 ま れ る の も 、 以 上 の よ う な 音 韻 変

化 を た ど っ た 結 果 と 思 わ れ る 。  
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遥 か に 多 く 耳 に 入 る 。  

し か し 、 音 韻 理 論 か ら す る と 「 に ほ ん 」 と い う 読 み 方 が 無 標

で あ り 、「 に っ ぽ ん 」 は 後 か ら 促 音 化 し た と い う 考 え 方 も で き

る 。 何 故 な ら 、 軟 口 蓋 摩 擦 音 の ［ h］ よ り 両 唇 破 裂 音 の ［ p］ の

方 が 発 音 が は る か に 容 易 で あ る た め 、「 に ほ ん 」 よ り 「 に っ ぽ

ん 」 の 方 が 確 か に 発 音 し や す い か ら で あ る 3 9。  

こ の 他 、「 や は り →や っ ぱ り 」「 も は ら →も っ ぱ ら 」「 強 情 張 り：

ご う じ ょ う は り →ご う じ ょ っ ぱ り 」「 や り 放 し：や り は な し →や

り っ ぱ な し 」「 屁 放 り 腰：へ ひ り ご し →へ っ ぴ り ご し 」「 男 振 り ：

お と こ ぶ り →お と こ っ ぷ り 」「 田 舎 兵 衛：い な か べ え →い な か っ

ぺ 」「 よ ほ ど →よ っ ぽ ど 」な ど 促 音 化 し た 語 が す で に 語 彙 と し て

定 着 し て い る も の も あ れ ば 、「 二 八 4 0： に は ち →に っ ぱ ち 」「 野

原：の は ら →の っ ぱ ら 」「 ケ ン カ 早 い：け ん か ば や い →け ん か っ

ぱ や い 」「 赤 恥：あ か は じ →あ か っ ぱ じ 」と い っ た 比 較 的 新 し い

パ 行 音 転 化 語 な ど 、 わ ざ わ ざ ［ h］ を ［ p］ に 変 え て 促 音 化 さ せ

て い る も の も あ る 。  

こ れ は 、破 裂 音 の 発 音 の し や す さ と 、促 音 と 破 裂 音 が 連 続 す

る こ と に よ っ て か も し 出 さ れ る 強 勢 感 、印 象 の 強 さ と い う 効 果

を ね ら っ た も の で は な い か と 考 え ら れ る 。で き る 限 り 人 の 感 覚

に 訴 え る よ う に 作 ら れ た オ ノ マ ト ペ に お い て 自 由 に パ 行 が 用

い ら れ て い る こ と は 、 そ れ を 裏 付 け て い る と 思 わ れ る 。  

 こ う 考 え る と 、 最 も 促 音 化 を 引 き 起 こ し や す い 無 声 子 音 は

［ h］ だ と い う こ と に な る 。 そ し て 、 前 接 の 「 t s u」 と 「 k u」 を

促 音 化 す る ［ k］ が 続 き 、 次 は 前 接 の 「 t s u」 を 促 音 化 す る ［ t］

［ s］で あ る 。［ h］は 前 接 の「 t s u」を 促 音 化 す る ば か り で な く 、

                                                  
3 9  子 供 が 日 本 語 の 音 節 を 覚 え る 時 、真 っ 先 に 習 得 す る の は 両 唇 音 や 破 裂

音 で あ り 、軟 口 蓋 音 や 摩 擦 音 は か な り 後 に な る そ う で あ る 。マ 行 、パ 行 、

タ 行 の 順 で 、 カ 行 や ハ 行 は か な り 後 に な り 、 サ 行 は 最 も 遅 れ る と 言 う 。

（ だ か ら こ そ 、 幼 児 に と っ て 最 も 重 要 な 母 親 と 父 親 は 、 英 語 で も 中 国 語

で も 両 唇 破 裂 音 の 「 マ マ 」「 パ パ 」 な の で あ ろ う 。） こ の こ と は 、 破 裂 音

は そ の 他 の 音 よ り も 子 音 性 が 高 い こ と を 物 語 っ て い る 。  
4 0  商 売 用 語 で ２ 月 と ８ 月 の こ と 。商 売 が 最 も 停 滞 し て 商 売 人 を 悩 ま せ る

月 と 言 わ れ る 。  
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自 身 の 前 に 促 音 を 造 成 す る 力 が 強 い 。 但 し 、［ h］ は 前 接 語 の 促

音 化 が 完 了 す る と 同 時 に 自 身 は 姿 を 消 し 、 そ の 座 を 破 裂 音 の

［ p］ に 譲 る こ と に な る 。  

 こ の よ う に 、［ p］ は ［ h］ を し て 「 最 も 促 音 化 さ れ に く く 、

か つ 最 も 促 音 化 を 引 き 起 こ し や す い 音 」（ 自 身 は 促 音 に な り に

く い が 、他 の 無 声 子 音 を 促 音 に 変 え た り 新 し く 促 音 を 作 っ た り

し や す い 音 ） と い う 、「 促 音 造 成 の チ ャ ン ピ オ ン 」 に し て い る

の で あ る 。  

す な わ ち 、 無 声 子 音 は  

［ h］ ＞ ［ t］ ＞ ［ k］ ＞ ［ s］  

の 順 に 有 標 →無 標 に な る 、 と い う 左 右 行 列 を な し て い る と 言 え

る 。  

 

３ ． ４ ． ２ ［ p］ の 音 構 成 上 の 特 殊 性  

 第 ２ 節 で は 、 ハ 行 音 の パ 行 音 変 化 の 規 則 を 見 て き た 。  

 

①  ハ 行 音［ h］を 語 頭 に 持 つ 語 の 前 に［ - t s u］の 語 が 来 る と 、［ t s u］

は 促 音 化 し 、 語 頭 の ハ 行 音 ［ h -］ は パ 行 音 ［ p -］ に な る 。  

    例 ： 筆 （ ひ つ ） →達 筆 （ た っ ぴ つ ）  

  但 し 、 こ の よ う な 変 化 は 漢 語 に 限 ら れ る 。  

    例 ： 春 （ は る ） →初 春 （ は つ は る ）  ×は っ ぱ る  

前 接 語 が 数 字 の 場 合 は 、前 接 語 語 尾 が［ - k u］［ - c h i］で は 、

語 種 に 関 わ ら ず 、［ h -］ は ［ p -］ に な る 4 1。  

    例 ： 箱 （ は こ ） →６ 箱 （ ろ っ ぱ こ ）、 ８ 箱 （ は っ ぱ こ ）  

      分 （ ふ ん ） →６ 分 （ ろ っ ぷ ん ）、 ８ 分 （ は っ ぷ ん ）  

②  ハ 行 音［ h -］を 語 頭 に 持 つ 語 は 、 ( a )通 常 連 濁 現 象 を 起 こ さ な

い 語 で は 、前 に 撥 音「 ン 」［ n］が 来 る と 、［ h -］が パ 行 音［ p -］

                                                  
4 1  数 字 の 十 は 末 尾 音 が［ - k u］［ - c h i］で は な い が 、後 続 語 の 語 頭 音 は［ h -］
→［ p -］ に な る が 、 こ れ は 「 じ ゅ う 」 の 読 み 方 が ［ j i p］ →［ j u f］ →［ j i u］
→［ j u u］ と 変 化 し て き た こ と か ら 、 古 代 音 ｐ を 残 し て い る 所 以 で あ ろ う

と 思 わ れ る 。  
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に 変 化 す る 。こ れ は 漢 語 に 多 い 。 ( b )通 常 バ 行 音［ b -］に 連 濁

変 化 す る 語 で は 、 前 に 撥 音 「 ン 」［ n］ が 来 る と 、［ h -］ は や

は り バ 行 音 ［ b -］ に 変 化 す る 。 こ れ は 和 語 に 多 い 4 2。  

    例 ( a )筆 （ ひ つ ）： 自 筆 （ じ ひ つ ） →断 筆 （ だ ん ぴ つ ）  

    例 ( b )歯 （ は ）： 虫 歯 （ む し ば ） →金 歯 （ き ん ば ）  

以 上 の こ と は 、 ひ と え に 日 本 語 の 音 体 系 に お け る ［ p］ の 特

殊 性 か ら 来 て い る 。五 十 音 の 清 音 と 濁 音 の 対 立 は 、音 声 学 的 に

見 れ ば 調 音 点 と 調 音 法 を 同 じ く す る 無 声 と 有 声 の 対 立 音 で あ

る は ず で あ る 。と こ ろ が 、ハ 行 が そ の 対 立 の 系 統 を 破 っ て い る

の で あ る 。脚 注 ５ で 示 し た 通 り 、ハ 行 音 の 子 音 は 古 代 音 で は［ p］

で あ り 、 そ の 後 は ［ ɸ］ に な っ た 。 い ず れ も 同 じ 両 唇 音 の ［ b］

と 対 立 関 係 に あ っ た の で あ る 。と こ ろ が 調 音 上 の 省 エ ネ で 合 唇

後 退 し 、［ ɸ］音 は 音 形 こ そ 似 て い る が 全 く 調 音 点 も 調 音 法 も 異

な っ た 軟 口 蓋 摩 擦 音 の ［ h］ に な っ て し ま い 、 無 声 と 有 声 の 対

立 が 崩 れ て し ま っ た 。  

そ の 後 、 促 音 （ こ れ も 歴 史 的 に は 比 較 的 新 し く 、 平 安 時 代 後

期 に で き た 音 で あ る 4 3） が 調 音 さ れ る よ う に な る と 、 無 声 子 音

の 音 便 化 現 象 が 始 ま っ た 。促 音 は 、破 裂 音 の 前 以 外 で は 非 常 に

調 音 し に く い 。 こ こ で 困 っ た の は ［ h］ で あ る 。 破 裂 音 ［ ɸ］ 音

が あ っ た 時 代 な ら ば 、「 日 本（ n iɸɸn）」な ど の［ ɸɸ］は 促 音 化 で

き る が 、「 割 烹 （ か つ ＋ ほ う ）」 は 「 烹 」 の ［ h］ が 破 裂 音 で は

な い 。 そ こ で 、 本 来 ［ b］ と 対 立 す る ［ p］ が 復 活 し て （ 室 町 －

江 戸 時 代 と 言 わ れ る ）促 音 化 の 便 宜 を 図 っ た の で あ ろ う 。も と

も と 両 唇 破 裂 有 声 音 の ［ b］ が あ る の だ か ら 、 対 立 す る 無 声 音

［ p］ が 発 音 で き な い わ け は な い 。  

                                                  
4 2  周 知 の 事 実 と し て 、む ろ ん 後 続 語 の 第 二 音 が 濁 音 の 場 合 は 、前 接 語 末

尾 が ［ n］ で あ っ て も 、 第 一 音 は 連 濁 し な い 。   
例 ： 禿 げ （ は げ ） →丸 禿 げ （ ま る は げ ）  ×ま る ば げ  

し か し 、［ h］ が ［ p］ に 変 わ る 時 は 、 こ の 規 則 は 働 か な い 。  
 蛎 ： つ る 禿 げ ： つ る は げ →つ る っ ぱ げ  ×つ る ば げ  

4 3  促 音 は 専 ら 音 調 整 の た め の 音 便 で あ る た め 、「 平 家 物 語 」 な ど の 「 語

り 物 」 と 呼 ば れ る 文 学 作 品 に 多 く 見 ら れ る よ う で あ る 。  
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か く し て 、［ p］ は も と も と の 和 語 ・ 漢 語 の 構 成 音 と し て 現 わ

れ る こ と が な く 、専 ら 音 調 整 の 役 割 を 課 さ れ る よ う に な っ た の

で あ る 。そ し て 、い っ た ん 認 識 さ れ た［ p］は そ の 音 の 独 特 さ 4 4

か ら 大 衆 語 で あ る オ ノ マ ト ペ や 俗 語 で あ る 囃 し 言 葉・ 罵 り 言 葉

に 多 用 さ れ る よ う に な り 、近 代 以 降 は 外 来 語 に お い て 初 め て 実

質 語 の 構 成 音 と し て 市 民 権 を 得 る よ う に な っ た の で は な い だ

ろ う か 。  

 

４．おわりに  

４ ． １ 五 十 音 図 の 不 整 合 性 の 由 来  

 本 稿 ２ の 考 察 よ り 、サ 行 音 と ザ 行 音 は 調 音 点 に わ ず か な ず れ

が あ る こ と 、ま た ザ 行 音 に は 歯 茎 硬 口 蓋 破 擦 音 と 硬 口 蓋 摩 擦 音

の 異 音 が あ る こ と が わ か っ た 。ザ 行 音 に 対 立 す る 無 声 音 は サ 行

音 で は な く 、 厳 密 に は [ t s ]を 子 音 に 持 つ 音 で あ る 。  

 ま た 、 ザ 行 イ 段 音 ・ ウ 段 音 （ ジ 、 ズ ） と ダ 行 イ 段 音 ・ ウ 段 音

（ ヂ 、 ヅ ） は 古 代 音 で は 違 っ た 音 で あ っ た も の が 、 後 方 同 化 に

よ る 単 な る 異 音 に な っ て し ま っ た こ と も 、歴 史 的 ・ 音 声 学 的 な

考 察 か ら 明 ら か に な っ た 。  

 さ ら に 、ハ 行 音 の 清 音 － 濁 音 の 非 対 称 性 は ひ と え に 音 韻 の 歴

史 的 変 遷 に よ る も の で あ る 。 パ 行 音 は 古 代 に は 活 躍 し た が 中

古 ・ 中 世 で 和 語 の 構 成 員 と し て の 資 格 を い っ た ん 失 い 、近 世 以

後 に お い て 再 び 外 来 語 や 擬 声 語 、連 濁 音 便 な ど 、も っ ぱ ら 音 調

整 の 役 割 を 担 う も の と し て 復 活 す る 、と い う 特 殊 な 遍 歴 を 持 つ

音 で あ る 。ハ 行 音 の 音 便 変 化 の 規 則 を 見 れ ば 、パ 行 音 が 和 語 の

構 成 音 と な っ て い な い こ と が 明 瞭 で あ る 。 こ こ か ら パ 行 音 は

「 半 濁 音 」と い う 清 濁 の 正 統 か ら は ず れ た 名 称 を 与 え ら れ 、清

                                                  
4 4  筆 者 よ り 一 世 代 前 の 流 行 り 歌 に 、「 パ ピ プ ぺ 、 パ ピ プ ペ 、 パ ピ プ ペ ポ  

う ち の 女 房 に ゃ 髭 が あ る 」 と い う 一 節 が あ る 。 戦 後 、 古 い 価 値 観 か ら 解

放 さ れ て 女 性 が 強 く な っ た 時 の 恐 妻 を 嘆 く 歌 で あ る 。 新 し い 外 来 語 が ど

ん ど ん 入 っ て き た こ の 時 代 に 、 滑 稽 味 を 出 す 囃 し 言 葉 と し て パ 行 そ の も

の が 選 ば れ た と い う こ と は 興 味 深 い 事 実 で は な い だ ろ う か 。  
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濁 の 対 立 関 係 と 有 声 － 無 声 の 対 立 関 係 が ず れ た 位 置 に 置 か れ

て い る の で あ る 。  

 サ 行 音 と ザ 行 音 、ハ 行 音 と パ 行 音 は 、日 本 語 の 音 節 の 歴 史 的

変 遷 と 音 韻 上 の 整 理 が 入 り 混 じ っ て お り 、そ れ が 五 十 音 図 を 不

透 明 な も の に し て い る と 思 わ れ る 。  

 

４ ． ２ 音 節 の 調 音 点 ・ 調 音 法 に 則 し た 五 十 音 図  

 現 行 の 五 十 音 図 を 、 音 声 学 の 観 点 か ら 整 理 し て み た い 。  

現 代 日 本 語 の 有 声 － 無 声 の 対 立 を 持 つ 音 は［ k‐ g］［ s‐ z］［ t

‐ d］［ p‐ b］の ４ 種 で あ る 4 5。こ れ ら の 有 声 音 に「 濁 音 」「 半 濁

音 」 を 冠 す る の は 、 単 に 有 声 音 に 濁 点 ・ 半 濁 点 が 付 さ れ て い る

と い う 表 記 上 の 理 由 か ら に 過 ぎ な い 。 同 じ 有 声 音 の ［ n］［ m］

［ y］［ ɾ］［ w］ 及 び 母 音 に は 「 清 音 」 の 名 が 冠 さ れ 、 ま た 音 素

的 に は 有 声 － 無 声 の 対 立 か ら 外 れ て い る 無 声 音 ［ h］ も 「 清 音 」

と さ れ て い る 。有 声 － 無 声 と い う 音 声 学 的 な 配 列 が 、現 行 の 五

十 音 図 で は 体 系 的 に 示 さ れ て い な い 。  

 一 方 、 ア 、 カ 、 サ 、 タ 、 ナ 、 ハ 、 マ 、 ヤ 、 ラ 、 ワ の 行 配 列 は

悉 曇 系 の も の で 、日 本 語 の 音 韻 組 織 に 則 っ て 作 ら れ た も の で は

な い が 、 あ る 系 統 性 が 感 じ ら れ る 。 母 音 （ ア 行 ） →軟 口 蓋 破 裂

音 （ カ 行 と ガ 行 ） →硬 口 蓋 摩 擦 音 （ サ 行 と ザ 行 ） →歯 茎 破 裂 音

（ タ 行 と ダ 行 4 6） →歯 茎 鼻 音 （ ナ 行 ） →軟 口 蓋 摩 擦 音 （ ハ 行 ）

と 両 唇 破 裂 音 （ バ 行 と パ 行 ） →両 唇 鼻 音 （ マ 行 ） →硬 口 蓋 接 近

音（ ヤ 行 ）→歯 茎 弾 音（ ラ 行 ）→両 唇 接 近 音（ ワ 行 ）、と 、ほ ぼ

口 む ろ の 後 部 か ら 前 部 へ と 並 べ ら れ て い る 。こ の う ち 、ハ 行 だ

け が 軟 口 蓋 摩 擦 音 で 後 部 に 逆 戻 り し て い る よ う で あ る が 、こ れ

も ［ h］ の 古 音 が 両 唇 音 の ［ ɸ］ で あ っ た こ と を 考 え れ ば 、 整 合

                                                  
4 5  サ 行 音 の シ と ジ は ［ ʃ－ j］、 タ 行 音 の チ と ヂ 、 ツ と ヅ は ［ t ʃ－ d ӡ、 t s－
d z］ の 対 立 も あ る が 、 こ れ ら は 本 来 の サ 行 音 や タ 行 音 と 調 音 点 が 少 し ず

れ る の で 、 無 標 の も の と は 言 え な い 。  
4 6  タ 行 と ダ 行 の イ 段 と ウ 段 の 音 は 破 擦 音 で あ る が 、こ れ も 古 音 で は［ t i］
［ t u］［ d i］［ d u］ の よ う に 発 音 さ れ て い た 。  
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的 と 思 わ れ る 。ま た 、ヤ 行 音 は 江 戸 時 代 に 近 い 頃 に 発 生 し た 拗

音 に 由 来 す る も の で あ り 、ラ 行 音 は 漢 字 音 の 発 音 で 生 じ た 音 韻

で あ る の で 、古 代 で は 和 語 の 語 頭 に 用 い ら れ る こ と が な く 、和

語 を 構 成 す る 音 節 と し て 市 民 権 が な か っ た 、ワ 行 音 は 平 安 時 代

に 語 中 ・ 語 末 の ［ ɸ］ 音 が 合 唇 後 退 し て で き た 音 で あ る 。 そ れ

故 、 比 較 的 後 代 に で き た 音 節 と し て 、 ヤ 行 音 ・ ラ 行 音 ・ ワ 行 音

が 最 も 後 方 に 位 置 し て い る の も 、偶 然 で は あ ろ う が 整 合 性 が 感

じ ら れ る 。 こ れ に 見 る よ う に 、 現 代 語 か ら 見 る と 、 五 十 音 は 大

部 分 が 調 音 点 に よ り 配 列 さ れ て い る も の の 、 完 全 で は な い 。  

 そ こ で 、調 音 点 を 一 次 的 基 準 と し 、調 音 法 を 二 次 的 基 準 と し

た 五 十 音 表 を 考 案 す る と 、 ア 、 カ （ ガ ）、 ハ 、 ヤ 、 サ （ ザ ）、 タ

（ ダ ）、 ナ 、 ラ 、 パ （ バ ）、 マ 、 ワ 、 と な り 、 ハ 行 が 独 立 し て 摩

擦 音 と し て カ 行 の 直 後 に 位 置 し 、パ 行 が 清 音 に 昇 格 し 、ヤ 行 と

ラ 行 と ワ 行 が 調 音 点 に 基 づ い て そ れ ぞ れ 硬 口 蓋 音 、歯 茎 音 、両

唇 音 の 最 後 に 位 置 づ け ら れ る こ と に な る 。そ し て 、「 は ぐ れ 音 」

は 個 別 に 表 記 す る 。  

そ れ を 図 11 と し て 、 本 稿 の 最 後 に 提 案 す る 次 第 で あ る 。  
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